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た
た
く
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し
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来
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し
て
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さ
ま
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
に
関
心
の
無
い
層
や
、
健
康

づ
く
り
に
関
心
は
あ
る
け
れ
ど
も
一
歩
を
踏

み
出
せ
な
い
方
等
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
後
押
し

で
き
る
よ
う
、
個
人
で
の
参
加
だ
け
で
な
く

グ
ル
ー
プ
で
の
参
加
も
導
入
し
て
い
ま
す
。

近
年
は
企
業
や
団
体
等
と
も
連
携
す
る
こ
と

で
、
職
場
グ
ル
ー
プ
の
参
加
が
増
加
し
て
お

り
、
事
業
所
の
健
康
経
営
に
も
活
用
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ

へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
、
健
（
検
）
診
受

診
の
勧
め
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

延
べ
１
万
４
４
０
人
の
市
民
が
参
加
し
て
お

り
、
健
康
づ
く
り
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
こ
こ
数
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
人
と
の
接

触
を
控
え
る
な
ど
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

む
こ
と
が
難
し
い
状
況
も
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
運
動
不
足
や
食
生
活
の
乱
れ
、
検
診
や

精
密
検
査
の
受
診
控
え
な
ど
新
た
な
課
題
も

み
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か

ら
こ
そ
、
健
康
づ
く
り
の
大
切
さ
を
、
伝
え

広
げ
て
い
く
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
健
康
づ
く
り
の
中
で
高
齢
者
の
フ

レ
イ
ル
予
防
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
保
健
指
導

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
さ
ら
な
る
充
実
を

３
　
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
本
市
の
特
定
健
診
受
診
率
は
、
は
が
き
や

Ｓ
Ｍ
Ｓ
、
電
話
で
の
受
診
勧
奨
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
平
成
28
年
度
の
28
・
９
％
か
ら
30

年
度
に
は
34
・
１
％
ま
で
上
昇
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
令
和
元
年
度
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
低
下
傾

向
で
、
令
和
２
年
度
に
は
31
・
４
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
県
平
均
の
受
診
率
で
は
令
和
元

年
度
か
ら
２
年
度
の
低
下
が
２
・
５
ポ
イ
ン

ト
に
対
し
、
本
市
は
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
に
抑

え
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
、
こ
れ
は
、
か
か

り
つ
け
医
の
先
生
な
ど
か
ら
の
声
か
け
の
成

果
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
も
、
平

成
28
年
度
の
７
・
６
％
か
ら
令
和
２
年
度
に

は
31
・
３
％
と
上
昇
傾
向
で
す
。
こ
れ
は
、

対
象
者
に
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
訪
問
し

て
、
健
診
結
果
の
見
方
や
内
臓
脂
肪
蓄
積
が

血
管
に
与
え
る
悪
影
響
を
説
明
し
、
生
活
習

慣
改
善
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
支
援
で
き
た

成
果
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
糖
尿

病
等
の
基
礎
疾
患
が
あ
る
場
合
、
重
症
化
し

や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
か

ら
は
、
よ
り
多
く
の
方
が
保
健
指
導
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
活
用
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
、

新
た
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
リ
モ
ー
ト
に
よ

る
保
健
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
の
で
、
毎
年
、
特
定
健
診
を
受
診
す

る
こ
と
で
、
自
分
自
身
の
糖
尿
病
等
の
リ
ス

ク
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
特
定
保
健
指
導

や
糖
尿
病
の
発
症
予
防
お
よ
び
重
症
化
予
防

の
た
め
の
保
健
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
活
用

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
、

人
口
減
少
・
少
子
化
に
歯
止
め
を

４
　
人
口
減
少
・
少
子
化
へ
の
対
策
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

　
本
市
の
人
口
は
、
平
成
17
年
の
旧
鏡
・
土

佐
山
村
、
平
成
20
年
の
旧
春
野
町
と
の
い
わ

ゆ
る
平
成
の
大
合
併
を
経
て
、
一
時
、
約
34

万
人
を
超
え
て
い
ま
し
た
が
、
以
降
は
、
毎

年
２
、
０
０
０
人
以
上
の
人
口
が
減
少
し
て

お
り
、
現
在
は
約
32
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
人
口
減
少
問
題
を
克
服
す
る

た
め
、
平
成
27
年
に
「
高
知
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」、
ま
た
、
具
体

的
な
戦
略
と
し
て
必
要
な
施
策
を
盛
り
込
ん

だ
「
高
知
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
を
策
定
し
、
２
０
６
０
年
に
本
市

の
人
口
を
28
万
人
に
留
め
る
こ
と
を
目
標
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
の
要
因
と
し
て
、
ま
ず
は
、
出

生
数
の
低
下
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
非
婚
や
晩

婚
等
に
よ
り
、
少
子
化
は
深
刻
な
課
題
で
あ

り
、
平
成
の
初
期
は
出
生
数
が
年
間
３
、
０

０
０
人
位
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
令
和
以
降

は
２
、
２
０
０
人
程
度
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
社
会
的
要
因
と
し
て
、
若
い
世
代
、

特
に
20
代
ま
で
の
女
性
の
転
出
超
過
が
大
き

く
、
そ
こ
を
い
か
に
抑
制
す
る
か
が
課
題
だ

と
考
え
ま
す
。

　
国
に
お
い
て
は
、「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
の
設

置
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
少
子
化
の
克
服
や

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、
今
後
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
が
示
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
本
市
で
も
、
平
成
27
年
度
か
ら
「
高
知
市

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」を
策
定
し
、

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
お

り
、
総
合
戦
略
の
取
り
組
み
と
合
わ
せ
て
、

雇
用
の
創
出
や
働
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
仕

事
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
ま
た
、
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
な
ど
の
環
境
整
備
な
ど
を
行
い
な
が

ら
、
若
い
世
代
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
、
人
口
減
少
や

少
子
化
へ
の
歯
止
め
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

大
１
０
０
床
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。

　「
２
０
２
５
年
」
さ
ら
に
は
「
２
０
４
０
年
」

を
見
据
え
、
在
宅
生
活
を
支
え
る
医
療
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地

域
の
中
で
多
様
な
主
体
が
参
加
す
る
体
制
構

築
を
進
め
、「
ち
い
き
ぐ
る
み
の
支
え
合
い
づ

く
り
」
を
広
く
浸
透
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
財
源
確
保
が
課
題

７
　
国
保
に
お
け
る
問
題
点
と
課
題
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
国
保
は
、
加
入
者
の
年
齢
構
成
が
高
く
医

療
費
水
準
が
高
い
こ
と
や
、
加
入
者
の
所
得

水
準
が
他
の
被
用
者
保
険
よ
り
低
い
こ
と
か

「
高
知
市
型
共
生
社
会
」
の

構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
を
展
開

１
　
高
知
市
の
施
設
整
備
の
状
況
お
よ
び
保

健
師
等
の
人
数
、
活
動
状
況
等
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
全
国
的
に
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
、
さ
ら
に
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
希

薄
化
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
本
市
で

は
現
役
世
代
が
急
減
す
る
「
２
０
４
０
年
問

題
」
を
見
据
え
、「
８
０
５
０
問
題
」
や
「
ひ

き
こ
も
り
」、「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
な
ど
、

社
会
的
に
孤
立
す
る
方
や
、
制
度
の
狭
間
・

複
合
的
な
課
題
に
対
応
す
る
「
高
知
市
型
共

生
社
会
」
の
構
築
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
う
ち
、
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
目
指
し

た
ハ
ー
ド
整
備
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
直
営

に
よ
り
市
内
５
カ
所
の
「
地
域
高
齢
者
支
援

セ
ン
タ
ー
」
と
分
室
１
カ
所
を
配
置
し
、
地

域
で
生
活
す
る
高
齢
者
を
支
援
し
て
い
ま
し

た
が
、「
２
０
４
０
年
問
題
」
を
見
据
え
、
さ

ら
に
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
の
連

携
が
重
要
に
な
る
と
考
え
、
令
和
元
年
度
か

ら
２
年
度
に
か
け
て
、
市
内
14
カ
所
の
「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」と
、直
営
に
よ
る「
基

幹
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
体
制
に
再

編
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
度
か
ら
は
「
基
幹
型
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
課
と
し
て
独
立

さ
せ
、
機
能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
保
健

師
又
は
看
護
師
、
社
会
福
祉
士
、
主
任
介
護

支
援
専
門
員
と
い
っ
た
専
門
職
を
配
置
、
職
員

も
増
員
し
、
体
制
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
、「
高

知
市
型
共
生
社
会
」
の
重
要
な
役
割
を
担
う
、

「
断
ら
な
い
相
談
窓
口
」
と
し
て
運
営
し
て
い

ま
す
。
日
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
ま
す
が
、「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
で
の
対
応
が
困
難
な
場
合
は
、
関
係

機
関
に
的
確
に
繋
ぐ
な
ど
、
連
携
し
な
が
ら

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ち
ょ
っ

と
し
た
暮
ら
し
の
困
り
ご
と
な
ど
を
気
軽
に

相
談
で
き
る
窓
口
と
し
て
、
地
域
の
薬
局
や

社
会
福
祉
法
人
の
協
力
に
よ
り
、
適
切
な
支

援
に
つ
な
ぐ
「
ほ
お
っ
ち
ょ
け
ん
相
談
窓
口
」

を
順
次
開
設
し
て
い
ま
す
。

「
い
き
い
き
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」

に
よ
る
健
康
づ
く
り
や
フ
レ
イ
ル

予
防
に
取
り
組
ん
で
い
く

２
　
高
知
県
が
策
定
し
て
い
る
「
日
本
一
の

健
康
長
寿
県
構
想
」
を
受
け
た
よ
さ
こ
い
健

康
プ
ラ
ン
21
な
ど
、
保
健
事
業
へ
の
取
り
組

み
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
健
康
寿
命
を
延
伸
す
る
こ
と
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
幸
福
度
向
上
に
直
結
し
ま
す
の
で
、

本
市
で
は
平
成
28
年
度
か
ら
、
市
民
の
皆
さ

ま
が
禁
煙
や
健
康
な
食
事
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

な
ど
身
体
活
動
の
増
加
、
リ
ス
ク
を
高
め
る

飲
酒
の
軽
減
と
い
っ
た
、
健
康
的
な
生
活
習

慣
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
「
い
き
い
き

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」
に
よ
り
市
民
の
皆

２
０
２
５
年
、
２
０
４
０
年
を

見
据
え
た
体
制
構
築
を
進
め
る

６
　
介
護
保
険
の
状
況
は
い
か
が
で
す
か
。

　
本
年
２
月
時
点
の
要
介
護
認
定
者
数
は
約

２
万
人
で
要
介
護
認
定
率
は
20
・
７
％
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
受
給
者
は
約
１
４
、
３
０
０

人
で
す
が
、「
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」

の
最
終
年
度
で
あ
る
令
和
５
年
度
に
は
認
定

者
数
は
約
２
１
、
３
０
０
人
、
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
は
約
１
４
、
６
０
０
人
と
な
る
見
込
み

で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
在
宅
生
活
を
支
援
す
る
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
を
２
２
４
カ
所
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
を
１
、
３
７
３
カ
所
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
介
護
保
険
施
設
を
38
カ
所
整

備
し
、
現
在
、
高
知
市
の
高
齢
化
率
は
約

30
％
で
全
国
平
均
並
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

サ
ー
ビ
ス
量
は
一
定
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
る
「
２
０
２
５
年
」

お
よ
び
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
全
て
65
歳
以
上

と
な
る
「
２
０
４
０
年
」
に
は
、
今
以
上
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
需
要
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
第
８
期
事
業
計
画
で
は
、
在
宅
生
活
お
よ

び
在
宅
療
養
、
認
知
症
高
齢
者
へ
の
支
援
の

た
め
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
や
認
知

症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
を
７
事
業
所
と
、
軽
度
の
方
が
重

度
の
要
介
護
状
態
と
な
っ
た
場
合
で
も
住
み

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
し
て
、
特
定

施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
新
規
で
60
床
、
既

存
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
か
ら
の
転
換
で
最

化
を
行
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
者
の
権
利
擁
護
の
た
め
、

成
年
後
見
制
度
の
利
用
を
促
進
し
て
お
り
、

令
和
３
年
度
末
に
策
定
し
た
「
高
知
市
成
年

後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、

制
度
の
周
知
や
中
核
機
関
の
設
置
な
ど
体
制

強
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
で

心
身
と
も
に
健
康
づ
く
り

５
　
高
齢
化
対
策
は
い
か
が
で
す
か
。

　
相
談
支
援
や
権
利
擁
護
・
虐
待
防
止
な
ど
、

高
齢
者
の
皆
さ
ま
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い

き
い
き
と
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
目
指
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
な

ど
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
た
介
護
予
防
活
動

に
取
り
組
み
、
通
い
の
場
に
お
け
る
低
栄
養

予
防
活
動
に
取
り
組
み
、
市
民
の
助
け
合
い

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
主
体
に
よ
る
生
活
支
援
活
動
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
全
国
に
取
り
組
み

が
広
が
っ
て
い
る「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」は
、

筋
力
ア
ッ
プ
に
よ
る
転
倒
防
止
に
効
果
が
あ

る
他
、
会
場
そ
の
も
の
が
サ
ロ
ン
の
役
目
を

果
た
し
て
お
り
、
継
続
し
た
取
り
組
み
が
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
保
健
事
業
で
は
、
高
齢
者
が
75
歳
で
後
期

高
齢
者
と
な
り
、
取
り
組
み
が
分
断
さ
れ
る

課
題
を
解
消
す
る
た
め
、
令
和
２
年
度
か
ら

「
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的

実
施
」
を
開
始
し
、
健
康
状
態
が
不
明
で
あ

る
方
の
個
別
訪
問
を
行
い
、
健
康
状
況
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、
通
い
の
場
な
ど
の
介
護

予
防
活
動
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
対
策
や
権
利
擁
護
で
は
、
認
知
症

に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
や
支
援
体
制

の
構
築
を
目
指
し
、
認
知
症
カ
フ
ェ
の
開
設

や
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
体
制
の
強

り
、
多
様
化
す
る
観
光
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
ら

れ
る
魅
力
あ
る
桂
浜
公
園
と
し
て
、
令
和
４

年
10
月
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
、
今
年
度
中
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ら
ん
ま
ん
」
の

放
送
開
始
と
合
わ
せ
相
乗
効
果
に
よ
る
観
光

客
の
増
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

と
し
て
発
展
し
て
い
く
改
革
を
実
現
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

月
の
名
所
「
桂
浜
」
来
春
、

全
面
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
予
定
！

８
　
高
知
市
で
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
や
地

域
振
興
事
業
、
市
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
本
市
は
市
民
の

方
々
の
暮
ら
し
を
守
る
取
り
組
み
や
事
業
者

へ
の
支
援
な
ど
に
取
り
組
み
、
地
域
経
済
の

立
て
直
し
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
非
常
に
ご
好
評
い
た
だ
い
た
取
り
組
み
と

し
て
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
厳
し
い
状
況

に
あ
る
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
関
連
事
業
者
や
結
婚

式
等
を
行
う
カ
ッ
プ
ル
へ
の
給
付
金
に
よ
る

支
援
、
日
曜
祝
日
、
年
末
年
始
で
の
電
車
、

バ
ス
等
の
無
料
化
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後

も
市
民
や
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
、

迅
速
に
応
え
ら
れ
る
施
策
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
観
光
需
要
喚
起
策
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
り
開
催
中
止
が
続
い
て
い
ま
し
た

「
よ
さ
こ
い
祭
り
」
で
す
が
、
今
年
は
特
別

演
舞
と
い
う
形
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
ま
ち

に
に
ぎ
わ
い
が
戻
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、現
在
、再
整
備
中
の
桂
浜
公
園
で
は
、

観
光
案
内
所
や
展
望
台
付
き
休
憩
所
な
ど
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
た
ほ
か
、
商
業
施
設

エ
リ
ア
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
進
め
て
お

ら
保
険
料
負
担
が
重
く
な
る
な
ど
、
構
造
的

な
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
今
後
、
団
塊
の
世

代
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
大
量
移
行
す

る
こ
と
に
よ
り
、
被
保
険
者
数
の
更
な
る
減

少
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
国
民
皆
保
険
制
度

の
最
後
の
砦
で
あ
る
国
保
制
度
を
安
定
的
に

運
営
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
の
保
険
財
政
運
営
の
県
域
化

に
伴
い
、
小
規
模
な
市
町
村
の
財
政
運
営
の

安
定
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
が
、
医
療
の
高
度

化
や
高
額
薬
剤
の
普
及
等
に
よ
り
、
一
人
当

た
り
の
医
療
コ
ス
ト
は
増
加
を
続
け
て
お
り
、

国
保
の
財
政
運
営
は
、
年
々
厳
し
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。 

　
高
知
市
で
は
、
令
和
４
年
度
に
県
に
納
付

す
る
事
業
費
納
付
金
を
賄
う
た
め
に
必
要
な

保
険
料
の
算
定
に
際
し
、
調
整
財
源
で
あ
る

国
保
運
営
基
金
の
全
額
４
億
５
千
万
円
を
繰

り
入
れ
た
上
で
、
な
お
、
財
源
不
足
が
生
じ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
令
和
４
年
度
の
国
保
料
に
つ

い
て
は
、
平
成
26
年
度
以
降
８
年
振
り
と
な

る
年
間
一
人
当
た
り
前
年
比
で
３
、
０
０
０

円
程
度
の
引
き
上
げ
を
行
う
と
と
も
に
、
介

護
納
付
金
の
賦
課
限
度
額
を
１
万
円
引
き
上

げ
、
収
支
の
均
衡
を
図
る
判
断
を
い
た
し
ま

し
た
。

　
今
後
の
財
源
確
保
な
ど
、
喫
緊
の
課
題
が

多
く
あ
る
中
で
、
県
内
保
険
料
水
準
の
統
一

に
向
け
た
議
論
が
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
市

民
負
担
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
安
定
的
に
国

保
財
政
を
運
営
す
る
た
め
、
高
知
県
と
連
携

の
上
、
住
民
の
命
と
健
康
を
守
る
医
療
保
険

た
事
務
処
理
を
、
標
準
シ
ス
テ
ム
に
置
き
換

え
る
た
め
の
検
討
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
移
行
に
向
け
て
の
情
報
提
供
等
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
と

の
差
異
や
運
用
上
の
問
題
点
も
多
く
、
今
後

と
も
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

各
種
シ
ス
テ
ム
の
運
用
支
援
等
、

今
後
も
支
援
・
協
力
を

10
　
今
後
、
国
保
連
合
会
に
望
む
事
業
等
あ
り

ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
本
市
で
は
、
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
の

簡
素
化
に
つ
い
て
、
市
民
か
ら
簡
素
化
の
ご

要
望
が
多
い
だ
け
で
な
く
、
保
険
給
付
業
務

の
約
３
割
を
占
め
て
い
ま
す
の
で
、
早
期
に

実
現
し
た
い
案
件
で
し
た
が
、
対
象
世
帯
毎

に
各
診
療
月
の
支
給
処
理
が
必
要
な
た
め
、

一
括
処
理
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
国
保
総
合

シ
ス
テ
ム
に
外
付
け
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

こ
と
に
よ
り
、
対
応
可
能
と
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
現
在
は
、
他
の
市
町
村
で
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
市
町
村
事
務
処
理
標
準
シ
ス
テ
ム
」

を
令
和
５
年
１
月
か
ら
運
用
を
開
始
す
る
予

定
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
給
付
業
務
に

関
し
て
は
、
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

積
極
的
に
階
段
を
利
用
し
、

歩
く
こ
と
か
ら
健
康
づ
く
り

９
　
岡
﨑
市
長
ご
自
身
が
健
康
に
対
し
て
普
段

か
ら
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
、
外
出
の
機
会

が
減
っ
て
し
ま
っ
て
運
動
不
足
気
味
な
の
で
、

移
動
の
際
に
は
短
い
距
離
で
も
積
極
的
に
歩

く
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
心
の
健
康
に
も
気
を

付
け
て
い
ま
す
。
読
書
は
私
の
楽
し
み
の
一

つ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
疲
れ
を
癒
し
て

く
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
が
著
し
く
、
集
落
の
維

持
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
山
間
地
域
等
に

対
し
て
、
地
域
の
活
動
拠
点
、
交
流
の
場
と

な
る
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。鏡
地
域
の
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

「
梅
の
木
」
で
は
、
今
年
度
、
デ
ー
タ
に
よ
る

地
域
住
民
の
日
々
の
健
康
管
理
や
遠
隔
操
作

に
よ
る
保
健
師
と
の
健
康
相
談
な
ど
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
近
所
に
病
院
や
診
療
所

が
な
い
不
安
の
緩
和
や
拠
点
施
設
で
の
さ
ま

ざ
ま
な
交
流
を
通
じ
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。
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語る No.99
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さ
ま
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
に
関
心
の
無
い
層
や
、
健
康

づ
く
り
に
関
心
は
あ
る
け
れ
ど
も
一
歩
を
踏

み
出
せ
な
い
方
等
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
後
押
し

で
き
る
よ
う
、
個
人
で
の
参
加
だ
け
で
な
く

グ
ル
ー
プ
で
の
参
加
も
導
入
し
て
い
ま
す
。

近
年
は
企
業
や
団
体
等
と
も
連
携
す
る
こ
と

で
、
職
場
グ
ル
ー
プ
の
参
加
が
増
加
し
て
お

り
、
事
業
所
の
健
康
経
営
に
も
活
用
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ

へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
、
健
（
検
）
診
受

診
の
勧
め
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

延
べ
１
万
４
４
０
人
の
市
民
が
参
加
し
て
お

り
、
健
康
づ
く
り
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
こ
こ
数
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
人
と
の
接

触
を
控
え
る
な
ど
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

む
こ
と
が
難
し
い
状
況
も
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
運
動
不
足
や
食
生
活
の
乱
れ
、
検
診
や

精
密
検
査
の
受
診
控
え
な
ど
新
た
な
課
題
も

み
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か

ら
こ
そ
、
健
康
づ
く
り
の
大
切
さ
を
、
伝
え

広
げ
て
い
く
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
健
康
づ
く
り
の
中
で
高
齢
者
の
フ

レ
イ
ル
予
防
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
保
健
指
導

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
さ
ら
な
る
充
実
を

３
　
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
本
市
の
特
定
健
診
受
診
率
は
、
は
が
き
や

Ｓ
Ｍ
Ｓ
、
電
話
で
の
受
診
勧
奨
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
平
成
28
年
度
の
28
・
９
％
か
ら
30

年
度
に
は
34
・
１
％
ま
で
上
昇
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
令
和
元
年
度
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
低
下
傾

向
で
、
令
和
２
年
度
に
は
31
・
４
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
県
平
均
の
受
診
率
で
は
令
和
元

年
度
か
ら
２
年
度
の
低
下
が
２
・
５
ポ
イ
ン

ト
に
対
し
、
本
市
は
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
に
抑

え
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
、
こ
れ
は
、
か
か

り
つ
け
医
の
先
生
な
ど
か
ら
の
声
か
け
の
成

果
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
も
、
平

成
28
年
度
の
７
・
６
％
か
ら
令
和
２
年
度
に

は
31
・
３
％
と
上
昇
傾
向
で
す
。
こ
れ
は
、

対
象
者
に
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
訪
問
し

て
、
健
診
結
果
の
見
方
や
内
臓
脂
肪
蓄
積
が

血
管
に
与
え
る
悪
影
響
を
説
明
し
、
生
活
習

慣
改
善
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
支
援
で
き
た

成
果
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
糖
尿

病
等
の
基
礎
疾
患
が
あ
る
場
合
、
重
症
化
し

や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
か

ら
は
、
よ
り
多
く
の
方
が
保
健
指
導
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
活
用
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
、

新
た
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
リ
モ
ー
ト
に
よ

る
保
健
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
の
で
、
毎
年
、
特
定
健
診
を
受
診
す

る
こ
と
で
、
自
分
自
身
の
糖
尿
病
等
の
リ
ス

ク
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
特
定
保
健
指
導

や
糖
尿
病
の
発
症
予
防
お
よ
び
重
症
化
予
防

の
た
め
の
保
健
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
活
用

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
、

人
口
減
少
・
少
子
化
に
歯
止
め
を

４
　
人
口
減
少
・
少
子
化
へ
の
対
策
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

　
本
市
の
人
口
は
、
平
成
17
年
の
旧
鏡
・
土

佐
山
村
、
平
成
20
年
の
旧
春
野
町
と
の
い
わ

ゆ
る
平
成
の
大
合
併
を
経
て
、
一
時
、
約
34

万
人
を
超
え
て
い
ま
し
た
が
、
以
降
は
、
毎

年
２
、
０
０
０
人
以
上
の
人
口
が
減
少
し
て

お
り
、
現
在
は
約
32
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
人
口
減
少
問
題
を
克
服
す
る

た
め
、
平
成
27
年
に
「
高
知
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」、
ま
た
、
具
体

的
な
戦
略
と
し
て
必
要
な
施
策
を
盛
り
込
ん

だ
「
高
知
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
を
策
定
し
、
２
０
６
０
年
に
本
市

の
人
口
を
28
万
人
に
留
め
る
こ
と
を
目
標
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
の
要
因
と
し
て
、
ま
ず
は
、
出

生
数
の
低
下
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
非
婚
や
晩

婚
等
に
よ
り
、
少
子
化
は
深
刻
な
課
題
で
あ

り
、
平
成
の
初
期
は
出
生
数
が
年
間
３
、
０

０
０
人
位
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
令
和
以
降

は
２
、
２
０
０
人
程
度
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
社
会
的
要
因
と
し
て
、
若
い
世
代
、

特
に
20
代
ま
で
の
女
性
の
転
出
超
過
が
大
き

く
、
そ
こ
を
い
か
に
抑
制
す
る
か
が
課
題
だ

と
考
え
ま
す
。

　
国
に
お
い
て
は
、「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
の
設

置
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
少
子
化
の
克
服
や

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、
今
後
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
が
示
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
本
市
で
も
、
平
成
27
年
度
か
ら
「
高
知
市

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」を
策
定
し
、

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
お

り
、
総
合
戦
略
の
取
り
組
み
と
合
わ
せ
て
、

雇
用
の
創
出
や
働
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
仕

事
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
ま
た
、
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
な
ど
の
環
境
整
備
な
ど
を
行
い
な
が

ら
、
若
い
世
代
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
、
人
口
減
少
や

少
子
化
へ
の
歯
止
め
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

大
１
０
０
床
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。

　「
２
０
２
５
年
」
さ
ら
に
は
「
２
０
４
０
年
」

を
見
据
え
、
在
宅
生
活
を
支
え
る
医
療
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地

域
の
中
で
多
様
な
主
体
が
参
加
す
る
体
制
構

築
を
進
め
、「
ち
い
き
ぐ
る
み
の
支
え
合
い
づ

く
り
」
を
広
く
浸
透
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
財
源
確
保
が
課
題

７
　
国
保
に
お
け
る
問
題
点
と
課
題
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
国
保
は
、
加
入
者
の
年
齢
構
成
が
高
く
医

療
費
水
準
が
高
い
こ
と
や
、
加
入
者
の
所
得

水
準
が
他
の
被
用
者
保
険
よ
り
低
い
こ
と
か

「
高
知
市
型
共
生
社
会
」
の

構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
を
展
開

１
　
高
知
市
の
施
設
整
備
の
状
況
お
よ
び
保

健
師
等
の
人
数
、
活
動
状
況
等
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
全
国
的
に
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
、
さ
ら
に
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
希

薄
化
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
本
市
で

は
現
役
世
代
が
急
減
す
る
「
２
０
４
０
年
問

題
」
を
見
据
え
、「
８
０
５
０
問
題
」
や
「
ひ

き
こ
も
り
」、「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
な
ど
、

社
会
的
に
孤
立
す
る
方
や
、
制
度
の
狭
間
・

複
合
的
な
課
題
に
対
応
す
る
「
高
知
市
型
共

生
社
会
」
の
構
築
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
う
ち
、
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
目
指
し

た
ハ
ー
ド
整
備
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
直
営

に
よ
り
市
内
５
カ
所
の
「
地
域
高
齢
者
支
援

セ
ン
タ
ー
」
と
分
室
１
カ
所
を
配
置
し
、
地

域
で
生
活
す
る
高
齢
者
を
支
援
し
て
い
ま
し

た
が
、「
２
０
４
０
年
問
題
」
を
見
据
え
、
さ

ら
に
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
の
連

携
が
重
要
に
な
る
と
考
え
、
令
和
元
年
度
か

ら
２
年
度
に
か
け
て
、
市
内
14
カ
所
の
「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」と
、直
営
に
よ
る「
基

幹
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
体
制
に
再

編
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
度
か
ら
は
「
基
幹
型
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
課
と
し
て
独
立

さ
せ
、
機
能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
保
健

師
又
は
看
護
師
、
社
会
福
祉
士
、
主
任
介
護

支
援
専
門
員
と
い
っ
た
専
門
職
を
配
置
、
職
員

も
増
員
し
、
体
制
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
、「
高

知
市
型
共
生
社
会
」
の
重
要
な
役
割
を
担
う
、

「
断
ら
な
い
相
談
窓
口
」
と
し
て
運
営
し
て
い

ま
す
。
日
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
ま
す
が
、「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
で
の
対
応
が
困
難
な
場
合
は
、
関
係

機
関
に
的
確
に
繋
ぐ
な
ど
、
連
携
し
な
が
ら

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ち
ょ
っ

と
し
た
暮
ら
し
の
困
り
ご
と
な
ど
を
気
軽
に

相
談
で
き
る
窓
口
と
し
て
、
地
域
の
薬
局
や

社
会
福
祉
法
人
の
協
力
に
よ
り
、
適
切
な
支

援
に
つ
な
ぐ
「
ほ
お
っ
ち
ょ
け
ん
相
談
窓
口
」

を
順
次
開
設
し
て
い
ま
す
。

「
い
き
い
き
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」

に
よ
る
健
康
づ
く
り
や
フ
レ
イ
ル

予
防
に
取
り
組
ん
で
い
く

２
　
高
知
県
が
策
定
し
て
い
る
「
日
本
一
の

健
康
長
寿
県
構
想
」
を
受
け
た
よ
さ
こ
い
健

康
プ
ラ
ン
21
な
ど
、
保
健
事
業
へ
の
取
り
組

み
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
健
康
寿
命
を
延
伸
す
る
こ
と
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
幸
福
度
向
上
に
直
結
し
ま
す
の
で
、

本
市
で
は
平
成
28
年
度
か
ら
、
市
民
の
皆
さ

ま
が
禁
煙
や
健
康
な
食
事
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

な
ど
身
体
活
動
の
増
加
、
リ
ス
ク
を
高
め
る

飲
酒
の
軽
減
と
い
っ
た
、
健
康
的
な
生
活
習

慣
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
「
い
き
い
き

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」
に
よ
り
市
民
の
皆

２
０
２
５
年
、
２
０
４
０
年
を

見
据
え
た
体
制
構
築
を
進
め
る

６
　
介
護
保
険
の
状
況
は
い
か
が
で
す
か
。

　
本
年
２
月
時
点
の
要
介
護
認
定
者
数
は
約

２
万
人
で
要
介
護
認
定
率
は
20
・
７
％
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
受
給
者
は
約
１
４
、
３
０
０

人
で
す
が
、「
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」

の
最
終
年
度
で
あ
る
令
和
５
年
度
に
は
認
定

者
数
は
約
２
１
、
３
０
０
人
、
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
は
約
１
４
、
６
０
０
人
と
な
る
見
込
み

で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
在
宅
生
活
を
支
援
す
る
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
を
２
２
４
カ
所
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
を
１
、
３
７
３
カ
所
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
介
護
保
険
施
設
を
38
カ
所
整

備
し
、
現
在
、
高
知
市
の
高
齢
化
率
は
約

30
％
で
全
国
平
均
並
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

サ
ー
ビ
ス
量
は
一
定
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
る
「
２
０
２
５
年
」

お
よ
び
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
全
て
65
歳
以
上

と
な
る
「
２
０
４
０
年
」
に
は
、
今
以
上
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
需
要
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
第
８
期
事
業
計
画
で
は
、
在
宅
生
活
お
よ

び
在
宅
療
養
、
認
知
症
高
齢
者
へ
の
支
援
の

た
め
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
や
認
知

症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
を
７
事
業
所
と
、
軽
度
の
方
が
重

度
の
要
介
護
状
態
と
な
っ
た
場
合
で
も
住
み

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
し
て
、
特
定

施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
新
規
で
60
床
、
既

存
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
か
ら
の
転
換
で
最

化
を
行
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
者
の
権
利
擁
護
の
た
め
、

成
年
後
見
制
度
の
利
用
を
促
進
し
て
お
り
、

令
和
３
年
度
末
に
策
定
し
た
「
高
知
市
成
年

後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、

制
度
の
周
知
や
中
核
機
関
の
設
置
な
ど
体
制

強
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
で

心
身
と
も
に
健
康
づ
く
り

５
　
高
齢
化
対
策
は
い
か
が
で
す
か
。

　
相
談
支
援
や
権
利
擁
護
・
虐
待
防
止
な
ど
、

高
齢
者
の
皆
さ
ま
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い

き
い
き
と
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
目
指
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
な

ど
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
た
介
護
予
防
活
動

に
取
り
組
み
、
通
い
の
場
に
お
け
る
低
栄
養

予
防
活
動
に
取
り
組
み
、
市
民
の
助
け
合
い

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
主
体
に
よ
る
生
活
支
援
活
動
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
全
国
に
取
り
組
み

が
広
が
っ
て
い
る「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」は
、

筋
力
ア
ッ
プ
に
よ
る
転
倒
防
止
に
効
果
が
あ

る
他
、
会
場
そ
の
も
の
が
サ
ロ
ン
の
役
目
を

果
た
し
て
お
り
、
継
続
し
た
取
り
組
み
が
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
保
健
事
業
で
は
、
高
齢
者
が
75
歳
で
後
期

高
齢
者
と
な
り
、
取
り
組
み
が
分
断
さ
れ
る

課
題
を
解
消
す
る
た
め
、
令
和
２
年
度
か
ら

「
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的

実
施
」
を
開
始
し
、
健
康
状
態
が
不
明
で
あ

る
方
の
個
別
訪
問
を
行
い
、
健
康
状
況
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、
通
い
の
場
な
ど
の
介
護

予
防
活
動
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
対
策
や
権
利
擁
護
で
は
、
認
知
症

に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
や
支
援
体
制

の
構
築
を
目
指
し
、
認
知
症
カ
フ
ェ
の
開
設

や
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
体
制
の
強

り
、
多
様
化
す
る
観
光
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
ら

れ
る
魅
力
あ
る
桂
浜
公
園
と
し
て
、
令
和
４

年
10
月
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
、
今
年
度
中
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ら
ん
ま
ん
」
の

放
送
開
始
と
合
わ
せ
相
乗
効
果
に
よ
る
観
光

客
の
増
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

と
し
て
発
展
し
て
い
く
改
革
を
実
現
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

月
の
名
所
「
桂
浜
」
来
春
、

全
面
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
予
定
！

８
　
高
知
市
で
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
や
地

域
振
興
事
業
、
市
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
本
市
は
市
民
の

方
々
の
暮
ら
し
を
守
る
取
り
組
み
や
事
業
者

へ
の
支
援
な
ど
に
取
り
組
み
、
地
域
経
済
の

立
て
直
し
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
非
常
に
ご
好
評
い
た
だ
い
た
取
り
組
み
と

し
て
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
厳
し
い
状
況

に
あ
る
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
関
連
事
業
者
や
結
婚

式
等
を
行
う
カ
ッ
プ
ル
へ
の
給
付
金
に
よ
る

支
援
、
日
曜
祝
日
、
年
末
年
始
で
の
電
車
、

バ
ス
等
の
無
料
化
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後

も
市
民
や
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
、

迅
速
に
応
え
ら
れ
る
施
策
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
観
光
需
要
喚
起
策
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
り
開
催
中
止
が
続
い
て
い
ま
し
た

「
よ
さ
こ
い
祭
り
」
で
す
が
、
今
年
は
特
別

演
舞
と
い
う
形
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
ま
ち

に
に
ぎ
わ
い
が
戻
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、現
在
、再
整
備
中
の
桂
浜
公
園
で
は
、

観
光
案
内
所
や
展
望
台
付
き
休
憩
所
な
ど
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
た
ほ
か
、
商
業
施
設

エ
リ
ア
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
進
め
て
お

ら
保
険
料
負
担
が
重
く
な
る
な
ど
、
構
造
的

な
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
今
後
、
団
塊
の
世

代
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
大
量
移
行
す

る
こ
と
に
よ
り
、
被
保
険
者
数
の
更
な
る
減

少
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
国
民
皆
保
険
制
度

の
最
後
の
砦
で
あ
る
国
保
制
度
を
安
定
的
に

運
営
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
の
保
険
財
政
運
営
の
県
域
化

に
伴
い
、
小
規
模
な
市
町
村
の
財
政
運
営
の

安
定
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
が
、
医
療
の
高
度

化
や
高
額
薬
剤
の
普
及
等
に
よ
り
、
一
人
当

た
り
の
医
療
コ
ス
ト
は
増
加
を
続
け
て
お
り
、

国
保
の
財
政
運
営
は
、
年
々
厳
し
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。 

　
高
知
市
で
は
、
令
和
４
年
度
に
県
に
納
付

す
る
事
業
費
納
付
金
を
賄
う
た
め
に
必
要
な

保
険
料
の
算
定
に
際
し
、
調
整
財
源
で
あ
る

国
保
運
営
基
金
の
全
額
４
億
５
千
万
円
を
繰

り
入
れ
た
上
で
、
な
お
、
財
源
不
足
が
生
じ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
令
和
４
年
度
の
国
保
料
に
つ

い
て
は
、
平
成
26
年
度
以
降
８
年
振
り
と
な

る
年
間
一
人
当
た
り
前
年
比
で
３
、
０
０
０

円
程
度
の
引
き
上
げ
を
行
う
と
と
も
に
、
介

護
納
付
金
の
賦
課
限
度
額
を
１
万
円
引
き
上

げ
、
収
支
の
均
衡
を
図
る
判
断
を
い
た
し
ま

し
た
。

　
今
後
の
財
源
確
保
な
ど
、
喫
緊
の
課
題
が

多
く
あ
る
中
で
、
県
内
保
険
料
水
準
の
統
一

に
向
け
た
議
論
が
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
市

民
負
担
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
安
定
的
に
国

保
財
政
を
運
営
す
る
た
め
、
高
知
県
と
連
携

の
上
、
住
民
の
命
と
健
康
を
守
る
医
療
保
険

た
事
務
処
理
を
、
標
準
シ
ス
テ
ム
に
置
き
換

え
る
た
め
の
検
討
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
移
行
に
向
け
て
の
情
報
提
供
等
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
と

の
差
異
や
運
用
上
の
問
題
点
も
多
く
、
今
後

と
も
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

各
種
シ
ス
テ
ム
の
運
用
支
援
等
、

今
後
も
支
援
・
協
力
を

10
　
今
後
、
国
保
連
合
会
に
望
む
事
業
等
あ
り

ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
本
市
で
は
、
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
の

簡
素
化
に
つ
い
て
、
市
民
か
ら
簡
素
化
の
ご

要
望
が
多
い
だ
け
で
な
く
、
保
険
給
付
業
務

の
約
３
割
を
占
め
て
い
ま
す
の
で
、
早
期
に

実
現
し
た
い
案
件
で
し
た
が
、
対
象
世
帯
毎

に
各
診
療
月
の
支
給
処
理
が
必
要
な
た
め
、

一
括
処
理
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
国
保
総
合

シ
ス
テ
ム
に
外
付
け
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

こ
と
に
よ
り
、
対
応
可
能
と
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
現
在
は
、
他
の
市
町
村
で
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
市
町
村
事
務
処
理
標
準
シ
ス
テ
ム
」

を
令
和
５
年
１
月
か
ら
運
用
を
開
始
す
る
予

定
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
給
付
業
務
に

関
し
て
は
、
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

積
極
的
に
階
段
を
利
用
し
、

歩
く
こ
と
か
ら
健
康
づ
く
り

９
　
岡
﨑
市
長
ご
自
身
が
健
康
に
対
し
て
普
段

か
ら
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
、
外
出
の
機
会

が
減
っ
て
し
ま
っ
て
運
動
不
足
気
味
な
の
で
、

移
動
の
際
に
は
短
い
距
離
で
も
積
極
的
に
歩

く
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
心
の
健
康
に
も
気
を

付
け
て
い
ま
す
。
読
書
は
私
の
楽
し
み
の
一

つ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
疲
れ
を
癒
し
て

く
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
が
著
し
く
、
集
落
の
維

持
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
山
間
地
域
等
に

対
し
て
、
地
域
の
活
動
拠
点
、
交
流
の
場
と

な
る
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。鏡
地
域
の
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

「
梅
の
木
」
で
は
、
今
年
度
、
デ
ー
タ
に
よ
る

地
域
住
民
の
日
々
の
健
康
管
理
や
遠
隔
操
作

に
よ
る
保
健
師
と
の
健
康
相
談
な
ど
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
近
所
に
病
院
や
診
療
所

が
な
い
不
安
の
緩
和
や
拠
点
施
設
で
の
さ
ま

ざ
ま
な
交
流
を
通
じ
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。

いきいき百歳体操
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さ
ま
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
に
関
心
の
無
い
層
や
、
健
康

づ
く
り
に
関
心
は
あ
る
け
れ
ど
も
一
歩
を
踏

み
出
せ
な
い
方
等
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
後
押
し

で
き
る
よ
う
、
個
人
で
の
参
加
だ
け
で
な
く

グ
ル
ー
プ
で
の
参
加
も
導
入
し
て
い
ま
す
。

近
年
は
企
業
や
団
体
等
と
も
連
携
す
る
こ
と

で
、
職
場
グ
ル
ー
プ
の
参
加
が
増
加
し
て
お

り
、
事
業
所
の
健
康
経
営
に
も
活
用
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ

へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
、
健
（
検
）
診
受

診
の
勧
め
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

延
べ
１
万
４
４
０
人
の
市
民
が
参
加
し
て
お

り
、
健
康
づ
く
り
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
こ
こ
数
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
人
と
の
接

触
を
控
え
る
な
ど
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

む
こ
と
が
難
し
い
状
況
も
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
運
動
不
足
や
食
生
活
の
乱
れ
、
検
診
や

精
密
検
査
の
受
診
控
え
な
ど
新
た
な
課
題
も

み
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か

ら
こ
そ
、
健
康
づ
く
り
の
大
切
さ
を
、
伝
え

広
げ
て
い
く
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
健
康
づ
く
り
の
中
で
高
齢
者
の
フ

レ
イ
ル
予
防
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
保
健
指
導

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
さ
ら
な
る
充
実
を

３
　
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
本
市
の
特
定
健
診
受
診
率
は
、
は
が
き
や

Ｓ
Ｍ
Ｓ
、
電
話
で
の
受
診
勧
奨
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
平
成
28
年
度
の
28
・
９
％
か
ら
30

年
度
に
は
34
・
１
％
ま
で
上
昇
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
令
和
元
年
度
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
低
下
傾

向
で
、
令
和
２
年
度
に
は
31
・
４
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
県
平
均
の
受
診
率
で
は
令
和
元

年
度
か
ら
２
年
度
の
低
下
が
２
・
５
ポ
イ
ン

ト
に
対
し
、
本
市
は
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
に
抑

え
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
、
こ
れ
は
、
か
か

り
つ
け
医
の
先
生
な
ど
か
ら
の
声
か
け
の
成

果
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
も
、
平

成
28
年
度
の
７
・
６
％
か
ら
令
和
２
年
度
に

は
31
・
３
％
と
上
昇
傾
向
で
す
。
こ
れ
は
、

対
象
者
に
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
訪
問
し

て
、
健
診
結
果
の
見
方
や
内
臓
脂
肪
蓄
積
が

血
管
に
与
え
る
悪
影
響
を
説
明
し
、
生
活
習

慣
改
善
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
支
援
で
き
た

成
果
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
糖
尿

病
等
の
基
礎
疾
患
が
あ
る
場
合
、
重
症
化
し

や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
か

ら
は
、
よ
り
多
く
の
方
が
保
健
指
導
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
活
用
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
、

新
た
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
リ
モ
ー
ト
に
よ

る
保
健
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
の
で
、
毎
年
、
特
定
健
診
を
受
診
す

る
こ
と
で
、
自
分
自
身
の
糖
尿
病
等
の
リ
ス

ク
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
特
定
保
健
指
導

や
糖
尿
病
の
発
症
予
防
お
よ
び
重
症
化
予
防

の
た
め
の
保
健
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
活
用

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
、

人
口
減
少
・
少
子
化
に
歯
止
め
を

４
　
人
口
減
少
・
少
子
化
へ
の
対
策
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

　
本
市
の
人
口
は
、
平
成
17
年
の
旧
鏡
・
土

佐
山
村
、
平
成
20
年
の
旧
春
野
町
と
の
い
わ

ゆ
る
平
成
の
大
合
併
を
経
て
、
一
時
、
約
34

万
人
を
超
え
て
い
ま
し
た
が
、
以
降
は
、
毎

年
２
、
０
０
０
人
以
上
の
人
口
が
減
少
し
て

お
り
、
現
在
は
約
32
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
人
口
減
少
問
題
を
克
服
す
る

た
め
、
平
成
27
年
に
「
高
知
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」、
ま
た
、
具
体

的
な
戦
略
と
し
て
必
要
な
施
策
を
盛
り
込
ん

だ
「
高
知
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
を
策
定
し
、
２
０
６
０
年
に
本
市

の
人
口
を
28
万
人
に
留
め
る
こ
と
を
目
標
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
の
要
因
と
し
て
、
ま
ず
は
、
出

生
数
の
低
下
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
非
婚
や
晩

婚
等
に
よ
り
、
少
子
化
は
深
刻
な
課
題
で
あ

り
、
平
成
の
初
期
は
出
生
数
が
年
間
３
、
０

０
０
人
位
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
令
和
以
降

は
２
、
２
０
０
人
程
度
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
社
会
的
要
因
と
し
て
、
若
い
世
代
、

特
に
20
代
ま
で
の
女
性
の
転
出
超
過
が
大
き

く
、
そ
こ
を
い
か
に
抑
制
す
る
か
が
課
題
だ

と
考
え
ま
す
。

　
国
に
お
い
て
は
、「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
の
設

置
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
少
子
化
の
克
服
や

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、
今
後
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
が
示
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
本
市
で
も
、
平
成
27
年
度
か
ら
「
高
知
市

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」を
策
定
し
、

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
お

り
、
総
合
戦
略
の
取
り
組
み
と
合
わ
せ
て
、

雇
用
の
創
出
や
働
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
仕

事
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
ま
た
、
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
な
ど
の
環
境
整
備
な
ど
を
行
い
な
が

ら
、
若
い
世
代
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
、
人
口
減
少
や

少
子
化
へ
の
歯
止
め
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

大
１
０
０
床
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。

　「
２
０
２
５
年
」
さ
ら
に
は
「
２
０
４
０
年
」

を
見
据
え
、
在
宅
生
活
を
支
え
る
医
療
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地

域
の
中
で
多
様
な
主
体
が
参
加
す
る
体
制
構

築
を
進
め
、「
ち
い
き
ぐ
る
み
の
支
え
合
い
づ

く
り
」
を
広
く
浸
透
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
財
源
確
保
が
課
題

７
　
国
保
に
お
け
る
問
題
点
と
課
題
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
国
保
は
、
加
入
者
の
年
齢
構
成
が
高
く
医

療
費
水
準
が
高
い
こ
と
や
、
加
入
者
の
所
得

水
準
が
他
の
被
用
者
保
険
よ
り
低
い
こ
と
か

「
高
知
市
型
共
生
社
会
」
の

構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
を
展
開

１
　
高
知
市
の
施
設
整
備
の
状
況
お
よ
び
保

健
師
等
の
人
数
、
活
動
状
況
等
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
全
国
的
に
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
、
さ
ら
に
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
希

薄
化
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
本
市
で

は
現
役
世
代
が
急
減
す
る
「
２
０
４
０
年
問

題
」
を
見
据
え
、「
８
０
５
０
問
題
」
や
「
ひ

き
こ
も
り
」、「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
な
ど
、

社
会
的
に
孤
立
す
る
方
や
、
制
度
の
狭
間
・

複
合
的
な
課
題
に
対
応
す
る
「
高
知
市
型
共

生
社
会
」
の
構
築
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
う
ち
、
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
目
指
し

た
ハ
ー
ド
整
備
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
直
営

に
よ
り
市
内
５
カ
所
の
「
地
域
高
齢
者
支
援

セ
ン
タ
ー
」
と
分
室
１
カ
所
を
配
置
し
、
地

域
で
生
活
す
る
高
齢
者
を
支
援
し
て
い
ま
し

た
が
、「
２
０
４
０
年
問
題
」
を
見
据
え
、
さ

ら
に
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
の
連

携
が
重
要
に
な
る
と
考
え
、
令
和
元
年
度
か

ら
２
年
度
に
か
け
て
、
市
内
14
カ
所
の
「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」と
、直
営
に
よ
る「
基

幹
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
体
制
に
再

編
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
度
か
ら
は
「
基
幹
型
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
課
と
し
て
独
立

さ
せ
、
機
能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
保
健

師
又
は
看
護
師
、
社
会
福
祉
士
、
主
任
介
護

支
援
専
門
員
と
い
っ
た
専
門
職
を
配
置
、
職
員

も
増
員
し
、
体
制
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
、「
高

知
市
型
共
生
社
会
」
の
重
要
な
役
割
を
担
う
、

「
断
ら
な
い
相
談
窓
口
」
と
し
て
運
営
し
て
い

ま
す
。
日
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
ま
す
が
、「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
で
の
対
応
が
困
難
な
場
合
は
、
関
係

機
関
に
的
確
に
繋
ぐ
な
ど
、
連
携
し
な
が
ら

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ち
ょ
っ

と
し
た
暮
ら
し
の
困
り
ご
と
な
ど
を
気
軽
に

相
談
で
き
る
窓
口
と
し
て
、
地
域
の
薬
局
や

社
会
福
祉
法
人
の
協
力
に
よ
り
、
適
切
な
支

援
に
つ
な
ぐ
「
ほ
お
っ
ち
ょ
け
ん
相
談
窓
口
」

を
順
次
開
設
し
て
い
ま
す
。

「
い
き
い
き
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」

に
よ
る
健
康
づ
く
り
や
フ
レ
イ
ル

予
防
に
取
り
組
ん
で
い
く

２
　
高
知
県
が
策
定
し
て
い
る
「
日
本
一
の

健
康
長
寿
県
構
想
」
を
受
け
た
よ
さ
こ
い
健

康
プ
ラ
ン
21
な
ど
、
保
健
事
業
へ
の
取
り
組

み
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
健
康
寿
命
を
延
伸
す
る
こ
と
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
幸
福
度
向
上
に
直
結
し
ま
す
の
で
、

本
市
で
は
平
成
28
年
度
か
ら
、
市
民
の
皆
さ

ま
が
禁
煙
や
健
康
な
食
事
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

な
ど
身
体
活
動
の
増
加
、
リ
ス
ク
を
高
め
る

飲
酒
の
軽
減
と
い
っ
た
、
健
康
的
な
生
活
習

慣
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
「
い
き
い
き

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」
に
よ
り
市
民
の
皆

２
０
２
５
年
、
２
０
４
０
年
を

見
据
え
た
体
制
構
築
を
進
め
る

６
　
介
護
保
険
の
状
況
は
い
か
が
で
す
か
。

　
本
年
２
月
時
点
の
要
介
護
認
定
者
数
は
約

２
万
人
で
要
介
護
認
定
率
は
20
・
７
％
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
受
給
者
は
約
１
４
、
３
０
０

人
で
す
が
、「
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」

の
最
終
年
度
で
あ
る
令
和
５
年
度
に
は
認
定

者
数
は
約
２
１
、
３
０
０
人
、
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
は
約
１
４
、
６
０
０
人
と
な
る
見
込
み

で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
在
宅
生
活
を
支
援
す
る
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
を
２
２
４
カ
所
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
を
１
、
３
７
３
カ
所
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
介
護
保
険
施
設
を
38
カ
所
整

備
し
、
現
在
、
高
知
市
の
高
齢
化
率
は
約

30
％
で
全
国
平
均
並
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

サ
ー
ビ
ス
量
は
一
定
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
る
「
２
０
２
５
年
」

お
よ
び
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
全
て
65
歳
以
上

と
な
る
「
２
０
４
０
年
」
に
は
、
今
以
上
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
需
要
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
第
８
期
事
業
計
画
で
は
、
在
宅
生
活
お
よ

び
在
宅
療
養
、
認
知
症
高
齢
者
へ
の
支
援
の

た
め
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
や
認
知

症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
を
７
事
業
所
と
、
軽
度
の
方
が
重

度
の
要
介
護
状
態
と
な
っ
た
場
合
で
も
住
み

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
し
て
、
特
定

施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
新
規
で
60
床
、
既

存
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
か
ら
の
転
換
で
最

化
を
行
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
者
の
権
利
擁
護
の
た
め
、

成
年
後
見
制
度
の
利
用
を
促
進
し
て
お
り
、

令
和
３
年
度
末
に
策
定
し
た
「
高
知
市
成
年

後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、

制
度
の
周
知
や
中
核
機
関
の
設
置
な
ど
体
制

強
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
で

心
身
と
も
に
健
康
づ
く
り

５
　
高
齢
化
対
策
は
い
か
が
で
す
か
。

　
相
談
支
援
や
権
利
擁
護
・
虐
待
防
止
な
ど
、

高
齢
者
の
皆
さ
ま
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い

き
い
き
と
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
目
指
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
な

ど
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
た
介
護
予
防
活
動

に
取
り
組
み
、
通
い
の
場
に
お
け
る
低
栄
養

予
防
活
動
に
取
り
組
み
、
市
民
の
助
け
合
い

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
主
体
に
よ
る
生
活
支
援
活
動
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
全
国
に
取
り
組
み

が
広
が
っ
て
い
る「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」は
、

筋
力
ア
ッ
プ
に
よ
る
転
倒
防
止
に
効
果
が
あ

る
他
、
会
場
そ
の
も
の
が
サ
ロ
ン
の
役
目
を

果
た
し
て
お
り
、
継
続
し
た
取
り
組
み
が
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
保
健
事
業
で
は
、
高
齢
者
が
75
歳
で
後
期

高
齢
者
と
な
り
、
取
り
組
み
が
分
断
さ
れ
る

課
題
を
解
消
す
る
た
め
、
令
和
２
年
度
か
ら

「
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的

実
施
」
を
開
始
し
、
健
康
状
態
が
不
明
で
あ

る
方
の
個
別
訪
問
を
行
い
、
健
康
状
況
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、
通
い
の
場
な
ど
の
介
護

予
防
活
動
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
対
策
や
権
利
擁
護
で
は
、
認
知
症

に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
や
支
援
体
制

の
構
築
を
目
指
し
、
認
知
症
カ
フ
ェ
の
開
設

や
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
体
制
の
強

り
、
多
様
化
す
る
観
光
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
ら

れ
る
魅
力
あ
る
桂
浜
公
園
と
し
て
、
令
和
４

年
10
月
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
、
今
年
度
中
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ら
ん
ま
ん
」
の

放
送
開
始
と
合
わ
せ
相
乗
効
果
に
よ
る
観
光

客
の
増
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

と
し
て
発
展
し
て
い
く
改
革
を
実
現
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

月
の
名
所
「
桂
浜
」
来
春
、

全
面
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
予
定
！

８
　
高
知
市
で
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
や
地

域
振
興
事
業
、
市
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
本
市
は
市
民
の

方
々
の
暮
ら
し
を
守
る
取
り
組
み
や
事
業
者

へ
の
支
援
な
ど
に
取
り
組
み
、
地
域
経
済
の

立
て
直
し
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
非
常
に
ご
好
評
い
た
だ
い
た
取
り
組
み
と

し
て
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
厳
し
い
状
況

に
あ
る
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
関
連
事
業
者
や
結
婚

式
等
を
行
う
カ
ッ
プ
ル
へ
の
給
付
金
に
よ
る

支
援
、
日
曜
祝
日
、
年
末
年
始
で
の
電
車
、

バ
ス
等
の
無
料
化
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後

も
市
民
や
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
、

迅
速
に
応
え
ら
れ
る
施
策
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
観
光
需
要
喚
起
策
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
り
開
催
中
止
が
続
い
て
い
ま
し
た

「
よ
さ
こ
い
祭
り
」
で
す
が
、
今
年
は
特
別

演
舞
と
い
う
形
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
ま
ち

に
に
ぎ
わ
い
が
戻
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、現
在
、再
整
備
中
の
桂
浜
公
園
で
は
、

観
光
案
内
所
や
展
望
台
付
き
休
憩
所
な
ど
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
た
ほ
か
、
商
業
施
設

エ
リ
ア
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
進
め
て
お

ら
保
険
料
負
担
が
重
く
な
る
な
ど
、
構
造
的

な
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
今
後
、
団
塊
の
世

代
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
大
量
移
行
す

る
こ
と
に
よ
り
、
被
保
険
者
数
の
更
な
る
減

少
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
国
民
皆
保
険
制
度

の
最
後
の
砦
で
あ
る
国
保
制
度
を
安
定
的
に

運
営
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
の
保
険
財
政
運
営
の
県
域
化

に
伴
い
、
小
規
模
な
市
町
村
の
財
政
運
営
の

安
定
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
が
、
医
療
の
高
度

化
や
高
額
薬
剤
の
普
及
等
に
よ
り
、
一
人
当

た
り
の
医
療
コ
ス
ト
は
増
加
を
続
け
て
お
り
、

国
保
の
財
政
運
営
は
、
年
々
厳
し
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。 

　
高
知
市
で
は
、
令
和
４
年
度
に
県
に
納
付

す
る
事
業
費
納
付
金
を
賄
う
た
め
に
必
要
な

保
険
料
の
算
定
に
際
し
、
調
整
財
源
で
あ
る

国
保
運
営
基
金
の
全
額
４
億
５
千
万
円
を
繰

り
入
れ
た
上
で
、
な
お
、
財
源
不
足
が
生
じ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
令
和
４
年
度
の
国
保
料
に
つ

い
て
は
、
平
成
26
年
度
以
降
８
年
振
り
と
な

る
年
間
一
人
当
た
り
前
年
比
で
３
、
０
０
０

円
程
度
の
引
き
上
げ
を
行
う
と
と
も
に
、
介

護
納
付
金
の
賦
課
限
度
額
を
１
万
円
引
き
上

げ
、
収
支
の
均
衡
を
図
る
判
断
を
い
た
し
ま

し
た
。

　
今
後
の
財
源
確
保
な
ど
、
喫
緊
の
課
題
が

多
く
あ
る
中
で
、
県
内
保
険
料
水
準
の
統
一

に
向
け
た
議
論
が
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
市

民
負
担
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
安
定
的
に
国

保
財
政
を
運
営
す
る
た
め
、
高
知
県
と
連
携

の
上
、
住
民
の
命
と
健
康
を
守
る
医
療
保
険

た
事
務
処
理
を
、
標
準
シ
ス
テ
ム
に
置
き
換

え
る
た
め
の
検
討
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
移
行
に
向
け
て
の
情
報
提
供
等
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
と

の
差
異
や
運
用
上
の
問
題
点
も
多
く
、
今
後

と
も
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

各
種
シ
ス
テ
ム
の
運
用
支
援
等
、

今
後
も
支
援
・
協
力
を

10
　
今
後
、
国
保
連
合
会
に
望
む
事
業
等
あ
り

ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
本
市
で
は
、
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
の

簡
素
化
に
つ
い
て
、
市
民
か
ら
簡
素
化
の
ご

要
望
が
多
い
だ
け
で
な
く
、
保
険
給
付
業
務

の
約
３
割
を
占
め
て
い
ま
す
の
で
、
早
期
に

実
現
し
た
い
案
件
で
し
た
が
、
対
象
世
帯
毎

に
各
診
療
月
の
支
給
処
理
が
必
要
な
た
め
、

一
括
処
理
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
国
保
総
合

シ
ス
テ
ム
に
外
付
け
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

こ
と
に
よ
り
、
対
応
可
能
と
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
現
在
は
、
他
の
市
町
村
で
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
市
町
村
事
務
処
理
標
準
シ
ス
テ
ム
」

を
令
和
５
年
１
月
か
ら
運
用
を
開
始
す
る
予

定
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
給
付
業
務
に

関
し
て
は
、
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

積
極
的
に
階
段
を
利
用
し
、

歩
く
こ
と
か
ら
健
康
づ
く
り

９
　
岡
﨑
市
長
ご
自
身
が
健
康
に
対
し
て
普
段

か
ら
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
、
外
出
の
機
会

が
減
っ
て
し
ま
っ
て
運
動
不
足
気
味
な
の
で
、

移
動
の
際
に
は
短
い
距
離
で
も
積
極
的
に
歩

く
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
心
の
健
康
に
も
気
を

付
け
て
い
ま
す
。
読
書
は
私
の
楽
し
み
の
一

つ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
疲
れ
を
癒
し
て

く
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
が
著
し
く
、
集
落
の
維

持
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
山
間
地
域
等
に

対
し
て
、
地
域
の
活
動
拠
点
、
交
流
の
場
と

な
る
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。鏡
地
域
の
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

「
梅
の
木
」
で
は
、
今
年
度
、
デ
ー
タ
に
よ
る

地
域
住
民
の
日
々
の
健
康
管
理
や
遠
隔
操
作

に
よ
る
保
健
師
と
の
健
康
相
談
な
ど
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
近
所
に
病
院
や
診
療
所

が
な
い
不
安
の
緩
和
や
拠
点
施
設
で
の
さ
ま

ざ
ま
な
交
流
を
通
じ
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。

よさこい情報交流館

桂浜公園坂本龍馬像

会
員
の
力
を
結
集
し

楽
し
く
進
め
よ
う「
地
域
の
健
康
づ
く
り
」

高
知
県
在
宅
保
健
活
動
者

地
域
住
民
の
保
健
と
福
祉
の
向
上
に

寄
与
し
て
い
く

第
24
回
通
常
総
会
・
第
41
回
研
修
会
開
催

な
で
し
こ
の
会
スローガン

第
24
回
通
常
総
会

　
高
知
県
在
宅
保
健
活
動
者
な
で
し
こ

の
会
は
５
月
31
日
、
高
知
市
の
オ
ー
テ

ピ
ア
高
知
図
書
館
に
お
い
て
、
会
員
18

人
の
出
席
の
も
と
、
第
24
回
通
常
総
会

を
開
催
し
、
令
和
４
年
度
事
業
計
画
議

案
等
の
全
４
議
案
を
認
定
・
可
決
し
ま

し
た
。

　
開
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
岩
﨑
丸
会

長
は
、「
書
面
開
催
が
続
い
て
い
た
が
、

今
年
は
感
染
対
策
を
講
じ
た
上
で
、
集

合
形
式
に
て
開
催
で
き
嬉
し
く
思
っ
て

い
る
。
ま
た
、地
区
連
絡
会
の
中
止
等
、

コ
ロ
ナ
禍
で
十
分
な
活
動
が
で
き
な

か
っ
た
が
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

に
よ
り
、
市
町
村
の
要
望
に
応
え
、
で

き
る
だ
け
の
こ
と
は
取
り
組
ん
で
こ
ら

れ
た
と
思
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、「
総
会
で
審
議
い
た
だ
く
令
和
４

年
度
の
市
町
村
支
援
事
業
は
、
希
望
す

る
市
町
村
に
よ
り
全
て
の
計
画
が
埋

ま
っ
て
い
る
」
と
し
、
事
業
実
施
の
一

層
の
協
力
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
来
賓
と
し
て
高
知
県
健
康
政

策
部
保
健
政
策
課
の
酒
井
美
枝
保
健
推
進

監
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、「
電
話
に
よ
る

特
定
健
診
受
診
勧
奨
や
乳
が
ん
予
防
啓
発

の
健
康
教
育
等
に
取
り
組
ま
れ
、
市
町
村

か
ら
は
、
丁
寧
な
対
応
に
よ
り
想
定
よ
り

多
く
の
健
診
受
診
に
つ
な
が
っ
た
と
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
た
と
聞
い
て
い
る
」と
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
応
等
で
業

務
が
増
大
す
る
中
、
引
き
続
き
市
町
村
支

援
へ
の
協
力
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
ま
た
、県
が
策
定
し
て
い
る
第
４
期「
日

本
一
の
健
康
長
寿
県
構
想
」
バ
ー
ジ
ョ
ン

３
に
お
い
て
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
健
康

的
な
生
活
の
定
着
と
壮
年
期
の
生
活
習
慣

病
予
防
に
重
点
を
置
い
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
高
知
県
国
保
連
合
会
の
渡

辺
純
正
常
務
理
事
が
あ
い
さ
つ
に
立

ち
、
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防

の
一
体
的
実
施
に
つ
い
て
、「
市
町
村

に
お
け
る
人
材
確
保
が
困
難
な
中
、
経

験
豊
富
な
会
員
の
皆
さ
ま
に
ま
す
ま
す

保
健
活
動
へ
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
議
長
に
中
澤
芳
江
氏
を

選
出
、
議
事
録
署
名
人
を
指
名
後
、
令

和
３
年
度
事
業
報
告
認
定
議
案
、
令
和

４
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
案
、
令
和
４
年
度

事
業
計
画
議
案
お
よ
び
役
員
改
選
案
の

全
４
議
案
を
原
案
ど
お
り
認
定
・
可
決

し
ま
し
た
。

　
役
員
改
選
後
、
幹
事
の
互
選
に
よ
り

楠
瀨
美
枝
会
長
と
宮
﨑
育
子
副
会
長
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

第
41
回
研
修
会

　
総
会
終
了
後
、
第
41
回
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
ま
ず
、
活
動
報
告
と
し
て
、

市
町
村
に
出
向
い
て
実
施
し
た
取
り
組
み

内
容
に
つ
い
て
、
会
員
の
森
本
美
佐
子
氏

（
乳
が
ん
予
防
啓
発
支
援
事
業
）
と
伊
井

啓
子
氏
（
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
受

診
勧
奨
等
支
援
事
業
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
取
り
組
み
内
容
を

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
事
業
実
施
に

協
力
い
た
だ
け
る
会
員
の
増
加
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
続
い
て
、
高
知
県
健
康
政
策
部
健
康
対

策
課
主
催
の
市
町
村
が
ん
検
診
担
当
者
会

に
お
け
る
講
演
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
や

ま
か
わ
乳
腺
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
山
川
卓

氏
か
ら
「
高
知
県
の
乳
が
ん
死
減
少
を
目

指
し
て―

皆
様
、
ブ
レ
ス
ト
・
ア
ウ
ェ
ア

ネ
ス
を
普
及
し
ま
し
ょ
う
！―

」
と
題
し
、

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
以
下
、
要
旨
）

　
ブ
レ
ス
ト
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
と
は
、「
乳

房
を
意
識
す
る
生
活
習
慣
」
を
指
し
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、①
自
分
に
と
っ
て
正

常
な
乳
房
の
状
態
を
知
る
（
乳
房
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
）②
気
を
付
け
な
け
れ
ば
い
け

な
い
乳
房
の
変
化
を
知
る
③
乳
房
の
変
化

を
自
覚
し
た
ら
す
ぐ
専
門
医
を
受
診
す
る

（
正
し
い
受
診
行
動
の
啓
発
）④
40
歳
に

な
っ
た
ら
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ
る
乳
が

ん
検
診
を
受
診
す
る
（
対
策
型
乳
が
ん
検

診
の
受
診
勧
奨
、
理
解
）―

の
４
点
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
乳
房
の
左
右
差
、
非
対
称

性
が
な
い
か
、
日
頃
か
ら
乳
房
を
〝
見
て
、

触
っ
て
、
感
じ
る
〞
こ
と
、
異
常
を
感
じ

た
ら
安
易
な
自
己
判
断
は
せ
ず
、
す
ぐ
に

専
門
医
を
受
診
す
る
こ
と
で
、
進
行
が
ん

を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
従
来
推
奨
さ
れ
て
い
た
自
己
触

診
と
の
違
い
と
し
て
、
自
己
触
診
で
は
、

病
気
を
探
す
意
味
合
い
が
強
く
、
手
法
や

１
〜
２
カ
月
に
一
度
の
実
施
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
ブ
レ
ス
ト
・
ア
ウ
ェ
ア

ネ
ス
で
は
、
手
法
や
時
期
は
自
由
と
さ
れ
、

気
軽
に
乳
房
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
を
習

慣
化
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

　
検
診
と
の
両
輪
で
乳
が
ん
死
の
減
少
を

目
指
し
、
ブ
レ
ス
ト
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
の

普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

なでしこの会
岩﨑丸 会長

酒井美枝 保健推進監
来 賓

渡辺純正 常務理事
来 賓

中澤芳江 氏
議 長

森本美佐子 氏
報告者

伊井啓子 氏
報告者

やまかわ乳腺クリニック
山川卓 院長

講 師
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１　
は
じ
め
に

　

昨
年
度
か
ら
こ
れ
ま
で
４
回
に
渡

り
、
当
課
よ
り
保
険
料
水
準
の
統
一
に

関
連
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
説
明
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
令
和
３
年
度
に
お
け
る
保

険
料
水
準
の
統
一
に
向
け
た
議
論
を
振

り
返
り
つ
つ
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
お
断
り
す
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
本
稿
は
一
部
私
見
を
含
む
こ
と
を

ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２　
令
和
３
年
度
の
議
論

　

将
来
の
保
険
料
水
準
の
県
内
統
一
を

目
指
し
た
議
論
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、

市
町
村
ご
と
で
所
与
の
条
件
が
大
き
く

異
な
る
た
め
、
細
部
で
は
意
見
の
相
違

が
必
ず
発
生
す
る
こ
と
を
前
提
に
考
え

た
場
合
、
全
体
で
「
何
の
た
め
に
統
一

を
目
指
す
の
か
？
」
に
つ
い
て
の
共
通

認
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
か
が
、
最

も
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
資
料
１
の
よ
う
に
、
段

階
を
踏
ん
だ
議
論
が
必
要
と
考
え
、
次

の
２
点
に
つ
い
て
、
丁
寧
な
説
明
を
行

い
な
が
ら
、
各
市
町
村
の
ご
意
見
を
確

認
し
て
い
く
こ
と
を
重
視
し
ま
し
た
。

①
県
内
国
保
の
現
状
と
課
題
、
統
一
の

理
念
や
必
要
性
に
つ
い
て
の
理
解
を

関
係
者
の
間
で
深
め
て
い
く
こ
と
。

②
統
一
に
向
け
て
検
討
す
べ
き
項
目
は

多
岐
に
渡
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
段
階
的
な
議
論
を
行
い
、
十
分

な
検
討
期
間
を
設
け
な
が
ら
検
討
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
。

　

そ
の
結
果
、
将
来
の
統
一
の
必
要
性

に
つ
い
て
は
異
論
が
な
い
こ
と
が
確
認

で
き
、
県
と
市
町
村
で
共
通
認
識
を
持

つ
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

次
に
、
市
町
村
ご
と
で
所
与
の
条
件

や
立
ち
位
置
が
異
な
る
中
で
、
保
険
料

水
準
の
統
一
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
全
市
町
村
の

目
標
と
な
る
「
統
一
の
イ
メ
ー
ジ
」
や

本
来
あ
る
べ
き
保
険
料
の
基
準
と
な
る

「
物
差
し
」
を
お
示
し
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
令
和
３
年
度

の
議
論
に
つ
い
て
は
、
資
料
１
に
あ
る

と
お
り
、
次
の
①
～
④
の
手
順
を
意
識

し
て
議
論
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

・
検
討
項
目
①
理
念
の
共
有
・
合
意
形
成

・
検
討
項
目
②
国
保
事
業
費
納
付
金
の

算
定
方
式
の
統
一

・
検
討
項
目
③
保
険
料
の
算
定
、
賦
課

方
式
等
の
統
一

・
検
討
項
目
④
そ
の
他
の
検
討
項
目
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高知県国民健康保険課コーナー
― 保険料水準の統一について ―

『保険料水準の統一について』
高知県健康政策部国民健康保険課

チーフ（国保財政担当）

近澤　周平vol.5

将来の保険料水準の統一に向けた今後の進め方について（案）

■ 保険料水準の統一については、県内国保の現状と課題、統一の理念や必要性についての理解を関係者の間で
深めていくことが重要となる。

■統一に向けて検討すべき項目は多岐に渡ることが予想されるため、段階的な議論を行い、十分な検討期間を設
けながら検討を行っていく必要がある。

検討項目① 理念の共有・合意形成

検討項目② 国保事業費納付金の算定方式の統一

検討項目③ 保険料の算定、賦課方式等の統一

検討項目④ その他の検討項目

(1) なぜ保険料水準の県内統一が必要なのか？についての理解を深める。
(2) どのレベルまでの統一を目指すか、「統一の定義」についての議論を行う。
(3) 最終的に、「令和●年までに、●●レベルでの水準の統一を目指す」ことにつ
いて、県と市町村等での合意形成を図る。

(1) 最終的に、全市町村で「標準保険料率」が同じとなるように納付金算定の
ルールの統一を目指した議論を行う。（医療費指数反映係数αは引下の方向で検討）

(2) 納付金算定における保健事業や市町村向け公費、地単事業、標準収納率、
滞納繰越分等の取扱いなどについて議論を行う。

(3)納付金の算定方式の見直しに伴う激変緩和措置について議論を行う。

■ 県内のどこに住んでいても、「同じ所得、同じ世帯構成であれば
同じ保険料」となることを目指す。

■ 今までは市町村内の住民相互の支え合いであったが、今度は
市町村相互でも支え合う仕組みへ。

(1) 各市町村毎のこれまでの経営努力や医療費水準の経過等の評価・分析
(2) 市町村国保の財政調整基金の在り方
(3) 県２号交付金等の在り方
(4) 医療費適正化インセンティブの確保、 医療提供体制 等

■ 検討項目②の議論と歩調を合わせつつ、保険料の算定方式、
賦課方式等の実質的な面での統一を目指す。

(1) 賦課方式の統一（応能応益割合、資産割の取扱等）
(2) 保険料及び一部負担金の減免基準の統一
(3) 葬祭費等の基準額の統一
(4) 事務の標準化

※ 少なくとも、検討項目①、②及び③の一部については、仮に統一保険料に移
行するとなった場合に、各市町村に対し、保険料の将来推計をお示しする必要
が生じるため、令和5年６月までに確実に結論を得る必要がある。

令和３年度の取組状況
取組 特記事項等

5月 12日
24日

第１回市町村意見照会（R2決算見込み、R3予算 等）
第１回国保財政研修会（保険料水準の統一、国保財政制度等）

7月
中旬
21日
27日

大阪府庁、奈良県庁訪問
市町村長訪問開始（～9/21）
令和３年度第１回高知県国保運営協議会

・将来の保険料水準の統一に向けた議論の背景等を説明し、ご意見を伺っ
た。

8月 5日
30日

第２回市町村意見照会（医療費適正化、データヘルス計画等）
第22回幹事会（※コロナの感染拡大により書面開催） ・今後の議論のベースとなる項目（統一の必要性、方向性、検討項目、スケ

ジュール等）について説明

9月 21日 全市町村、国保連合会訪問終了 ・保険料水準の県内統一について、全市町村長が「将来的な統一は必要」

10月 20日 第23回幹事会（統一の方向性、納付金算定基準等） ・ 市町村から要望のある統一保険料率の試算のためには、一定の基準案を早
期にまとめる必要があるため、算定基準の整理は優先的に議論を開始

11月

2日
8日
9日
18日
22日
29日

第２回国保財政研修会（医療費適正化、保健事業）
第24回幹事会（医療費適正化、納付金算定基準、国保事務）
国民健康保険運営協議会委員研修会
第３回国保財政研修会（経営努力、基礎データの共有）
第３回市町村意見照会（賦課方式①、保健事業）
第25回幹事会（これまでの整理、納付金算定基準、R4仮算定）

・ 第２回国保財政研修会は、県全体の医療費適正化の取組の方向性を見
極めるための問題点を整理（現行のデータヘルスの現状と課題等を整理）
・ 第23回幹事会及び研修会の内容を踏まえた、今後の医療費適正化の取組
の方向性及び算定基準（案）をたたき台として市町村に提示
・ 第３回国保財政研修会では、国保財政の仕組みやこれまでの経営努力の
経年変化に関する基礎データを市町村に提供・共有
・ 算定基準の素案の取りまとめ及びR４年度の納付金算定についての仮試算
について説明、本算定に向けた課題と対応について協議。

12月 10日
24日

第4回市町村意見照会（賦課方式②、減免基準等）
統一保険料試算結果（案）の共有 ・ R3年度ベースでの統一保険料試算結果を全市町村と共有

1月 21日
25日

第26回幹事会（R3統一保険料試算結果①、R4本算定等）
第５回市町村意見照会（R3統一保険料試算結果）

・ R3統一保険料の試算結果に係る市町村意見照会においても、将来の保
険料水準の統一を行うことについての反対意見はなかった。

2月
14日
21日
22日

第27回幹事会（R3統一保険料試算結果②等）※オンライン
令和3年度第2回高知県国保運営協議会
第１回作業部会（財政・保険料（税））（給付・保健事業）

・年内の取りまとめをベースに統一に向けた調整が必要となる項目に対し、担当
者レベルの３つの作業部会（給付・保健事業、資格、財政・保険料
（税））で具体的な検討を行った上で、幹事会で報告・提案を行う。

3月 23日
30日

第28回幹事会（これまでの議論の整理・確認等）※オンライン
第７回高知県県市町村国保険事業運営検討協議会

・令和3年度末時点の議論の取りまとめ
・３月には幹事団体の首長レベルの会で統一の素案を取りまとめ

　

統
一
で
目
指
す
べ
き
将
来
の
県
内
国

保
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
国
保
は

被
保
険
者
に
と
っ
て
、
な
く
て
は
な
ら

な
い
医
療
保
険
で
あ
り
、
国
民
皆
保
険

の
最
後
の
砦
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、「
県

内
国
保
の
持
続
可
能
性
」
は
将
来
に
お

い
て
も
当
然
確
保
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
財
政
運
営
責
任
の
都
道
府
県

単
位
化
の
趣
旨
や
保
険
給
付
が
法
律
に

基
づ
い
た
全
国
一
律
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
保
険
料
の
市
町

村
格
差
は
大
き
く
て
も
よ
い
と
は
な
ら

な
い
た
め
、
県
内
国
保
の
お
け
る
「
被

保
険
者
間
の
公
平
性
」
を
ど
う
確
保
し

て
い
く
か
の
２
点
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

と
な
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
に
は
、
全
市
町
村
訪
問
の

実
施
、
５
回
の
市
町
村
へ
の
意
見
照
会
、

３
回
の
全
体
研
修
会
、
７
回
の
幹
事
会
を

行
い
、市
町
村
の
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
、

多
忙
な
業
務
の
中
で
格
別
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。（
資
料
２
参
照
）

　

そ
の
結
果
、
全
て
の
市
町
村
長
が
、

保
険
料
水
準
の
県
内
統
一
に
つ
い
て「
将

来
的
な
統
一
は
必
要
」
で
あ
る
こ
と
と
、

将
来
、
県
内
の
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、

「
同
じ
所
得
、
同
じ
世
帯
構
成
で
あ
れ
ば

同
じ
保
険
料
」
を
目
指
す
こ
と
に
つ
い

て
異
論
が
な
い
こ
と
を
確
認
で
き
た
こ

と
は
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。

資料１

資料 2

国 保 だ よ り  l国 保 だ よ り  l 351 号351 号 910



Kochi National Health Insurance section corner高 知 県 国 民 健 康 保 険 課 コ ー ナ ー Kochi National Health Insurance section corner 高 知 県 国 民 健 康 保 険 課 コ ー ナ ー

３　
統
一
保
険
料
の
試
算

　

幹
事
会
や
作
業
部
会
等
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
項
目
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い

ま
し
た
が
、
特
に
重
要
で
あ
っ
た
も
の

が
、
多
く
の
市
町
村
か
ら
ご
意
見
・
ご

要
望
を
い
た
だ
い
た
統
一
後
の
保
険
料

水
準
に
つ
い
て
の
試
算
で
し
た
。

　

現
在
、
市
町
村
ご
と
で
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
に
よ
り
、
保
険
料
の
水
準
が
大
き

く
異
な
っ
て
い
る
中
で
、
ど
の
水
準
を

目
指
す
こ
と
に
な
る
の
か
は
、
各
市
町

村
の
現
在
地
を
確
認
す
る
意
味
で
も
大

き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

県
で
は
、
大
阪
府
や
奈
良
県
の
統
一

保
険
料
の
算
定
方
法
を
参
考
に
、
幹
事

会
等
で
検
討
を
行
い
な
が
ら
、
直
近
の

令
和
３
年
度
ベ
ー
ス
の
統
一
保
険
料
の

算
定
基
準
案
を
設
定
し
た
上
で
試
算
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
国
保
の
受
益
が
全
国
共
通
で

あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
被
保
険
者
間
の

公
平
性
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
算
定
基

準
（
案
）
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、「
県

内
の
ど
の
市
町
村
に
住
ん
で
い
て
も
、

同
じ
所
得
、
同
じ
世
帯
構
成
で
あ
れ
ば

同
じ
保
険
料
」
と
な
る
こ
と
を
目
指
し

ま
し
た
。

　

そ
の
試
算
結
果
が
資
料
３
で
す
。
ほ

と
ん
ど
の
市
町
村
で
現
在
の
保
険
料
か

ら
は
引
き
上
げ
と
な
る
試
算
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
統
一
後
の
保
険
料

と
現
在
の
保
険
料
の
差
に
つ
い
て
は
、

主
に
２
つ
の
要
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

・
要
因
①
現
在
、
各
市
町
村
が
行
っ
て

い
る
、
必
要
と
な
る
保
険
料
に
対
し

て
何
ら
か
の
財
源
で
補
填
を
行
っ
て
い

る
部
分
を
解
消
す
る
こ
と
に
よ
る
も
の　

※
資
料
３
の
表
中
④
の
列

・
要
因
②
納
付
金
算
定
方
式
の
変
更
に

よ
る
も
の
（
＝
統
一
保
険
料
の
導
入
に

よ
る
も
の
）

※
資
料
３
の
表
中
⑤
の
列

　

要
因
①
の
市
町
村
ご
と
の
条
件
や
財

政
運
営
の
違
い
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る

差
に
つ
い
て
は
、
経
過
措
置
期
間
中
を

含
め
、
各
市
町
村
に
解
消
を
要
請
す
る

こ
と
と
し
、
要
因
②
の
統
一
保
険
料
の

導
入
に
よ
る
増
加
に
つ
い
て
は
、
激
変

緩
和
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
被
保
険
者
の
負

担
の
急
激
な
変
化
と
な
ら
な
い
よ
う
段
階

的
、
計
画
的
に
保
険
料
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
試
算
結
果
や
取
り
組
み

の
方
向
性
を
お
示
し
し
た
上
で
今
年
１

月
に
行
っ
た
、
全
市
町
村
長
に
対
す
る

意
見
照
会
に
お
い
て
も
、
将
来
の
保
険

料
水
準
の
統
一
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て

の
反
対
意
見
は
見
ら
れ
ず
、
引
き
続
き

統
一
に
向
け
た
課
題
に
つ
い
て
の
議
論

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
が
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。

４　
第
７
回
高
知
県 

県
・
市
町

村
国
保
事
業
運
営
検
討
協
議
会

で
の
議
論

　

令
和
３
年
度
の
議
論
の
結
果
に
つ
い

て
、
資
料
４
の
と
お
り
取
り
ま
と
め
、

令
和
４
年
３
月
30
日
に
市
町
村
代
表
９

団
体
の
首
長
に
よ
る
第
７
回
高
知
県 

県
・
市
町
村
国
保
事
業
運
営
検
討
協
議

会
に
お
い
て
報
告
を
行
い
、
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

県
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏

ま
え
、
次
の
４
点
の
内
容
で
提
案
し
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

・
人
口
減
少
、
高
齢
化
に
よ
り
、
今
後

さ
ら
に
保
険
者
が
小
規
模
化
し
て
い
く

こ
と
や
被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
保
険

給
付
費
が
年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
る
と
、
県
内
国
保
の
持
続
可
能

性
の
確
保
の
た
め
に
、
将
来
的
な
県
内

国
保
の
保
険
料
水
準
の
統
一
が
必
要
。

・
現
在
、
市
町
村
ご
と
に
異
な
る
保
険

料
に
つ
い
て
、
県
全
体
で
負
担
を
均
て

ん
化
す
る
と
と
も
に
、
被
保
険
者
間
の

公
平
性
の
確
保
の
た
め
、「
県
内
の
ど

の
市
町
村
に
住
ん
で
い
て
も
、
同
じ
所

得
、
同
じ
世
帯
構
成
で
あ
れ
ば
同
じ
保

険
料
」
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
。

・
令
和
５
年
度
末
ま
で
に
統
一
基
準
を

策
定
し
、
令
和
12
年
度
の
統
一
を
目
指

す
。
ま
た
、
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
11

年
度
ま
で
の
６
年
間
の
経
過
措
置
期
間

を
設
け
、
そ
の
間
激
変
緩
和
措
置
を
講

じ
る
。

・
必
要
な
激
変
緩
和
措
置
を
講
じ
る
こ

と
を
前
提
に
、
令
和
６
年
度
か
ら
納
付

金
算
定
に
お
け
る
医
療
費
指
数
反
映
係

数
α
＝
０
と
し
、
市
町
村
ご
と
の
医
療

費
と
保
険
料
の
関
係
を
切
り
離
し
た
う

え
で
、
統
一
保
険
料
を
導
入
す
る
。

　

県
の
提
案
に
つ
い
て
は
、「
概
ね
妥

当
」
と
の
ご
意
見
が
あ
る
一
方
で
、
医

療
費
水
準
が
低
く
、
保
険
料
負
担
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
一
部
の
団
体
か
ら
は

慎
重
な
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
議
論
を
受
け
て
、
中
間

見
直
し
の
考
え
な
ど
一
部
変
更
を
加
え

ま
し
た
。（
資
料
５
参
照
）

５　
現
在
の
状
況
と
課
題

　

保
険
料
水
準
の
統
一
の
検
討
項
目
の

中
で
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
の
裁
量
で
自

由
に
決
定
し
て
き
た
事
項
に
つ
い
て
、

統
一
保
険
料
の
設
定
（
＝
被
保
険
者
間

の
公
平
性
の
確
保
）
の
た
め
に
、
そ
の

裁
量
の
一
部
を
全
体
の
た
め
に
制
限
す

る
よ
う
な
調
整
が
ど
う
し
て
も
発
生
し

ま
す
。

　

そ
の
代
表
例
が
市
町
村
の
基
金
の
使

途
で
あ
っ
た
り
、
決
算
補
填
等
の
法
定

外
繰
入
（
い
わ
ゆ
る
赤
字
繰
入
）
で
す
。

　

各
市
町
村
の
判
断
で
被
保
険
者
の
負

担
の
抑
制
策
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
住

統一保険料試算に伴う保険料負担の変化
① ② ③ ②－①=④ ③－②=⑤ （単位：円）

1 高知市 64,497 110,810 119,664 121,516 8,854 1,852 10,706
2 室戸市 4,145 113,098 123,286 119,423 10,188 -3,863 6,325
3 安芸市 5,570 126,506 144,713 134,610 18,207 -10,103 8,104
4 南国市 10,348 117,373 119,950 120,517 2,577 567 3,144
5 土佐市 7,402 121,240 126,521 121,024 5,281 -5,497 -216
6 須崎市 6,137 117,182 112,488 123,529 -4,694 11,041 6,347
7 土佐清水市 4,250 109,328 101,478 117,396 -7,850 15,918 8,068
8 宿毛市 5,578 95,749 91,225 116,810 -4,524 25,585 21,061
9 四万十市 8,470 88,062 93,786 115,047 5,724 21,261 26,985
10 香南市 8,212 115,520 120,070 122,972 4,550 2,902 7,452
11 香美市 6,560 108,816 115,235 118,120 6,419 2,885 9,304
12 東洋町 731 90,310 133,953 121,559 43,643 -12,394 31,249
13 奈半利町 925 101,034 143,452 122,501 42,418 -20,951 21,467
14 田野町 769 96,006 129,979 120,492 33,973 -9,487 24,486
15 安田町 778 106,551 132,546 121,049 25,995 -11,497 14,498
16 北川村 337 100,251 139,444 116,325 39,193 -23,119 16,074
17 馬路村 160 117,863 149,916 140,384 32,053 -9,532 22,521
18 芸西村 1,382 139,953 173,215 145,556 33,262 -27,659 5,603
19 大川村 82 49,280 101,543 114,670 52,263 13,127 65,390
20 土佐町 906 91,345 123,718 119,904 32,373 -3,814 28,559
21 本山町 787 101,765 107,660 118,001 5,895 10,341 16,236
22 大豊町 914 103,865 118,006 104,746 14,141 -13,260 881
23 佐川町 3,072 109,566 120,963 118,416 11,397 -2,547 8,850
24 越知町 1,390 108,227 112,389 119,561 4,162 7,172 11,334
25 中土佐町 1,787 99,322 128,640 120,362 29,318 -8,278 21,040
26 日高村 1,238 102,582 102,831 115,075 249 12,244 12,493
27 梼原町 855 98,108 117,710 115,612 19,602 -2,098 17,504
28 大月町 1,593 109,823 103,268 118,692 -6,555 15,424 8,869
29 三原村 419 87,631 119,570 119,290 31,939 -280 31,659
30 いの町 5,355 103,151 117,667 117,951 14,516 284 14,800
31 津野町 1,326 108,389 101,897 114,029 -6,492 12,132 5,640
32 仁淀川町 1,259 80,470 91,460 106,868 10,990 15,408 26,398
33 四万十町 4,808 97,804 106,271 117,939 8,467 11,668 20,135
34 黒潮町 3,259 104,813 104,609 114,692 -204 10,083 9,879

県全体 165,301 109,370 117,222 120,613 7,852 3,391 11,243
※保険料実績は直近の令和２年度の決算の数値（現年＋滞納繰越）を使用
※現行の激変緩和措置に加え、公費の一部を算定除外としているため、統一保険料が高く算出されている可能性がある。
※令和３年度ベースの算出であり、将来に向けての一人当たりの保険給付費、後期高齢者支援金、介護納付金等が徐々に増加していくこと等が予想されるため、実際の統一時の保険料率は増加していく可能性がある。

R3統一保険料 実際の保険料と現行の市町
村標準保険料との差

統一保険料の導入による差 ④＋⑤No. 市町村名 R2被保険者数
（年平均）

R2保険料実績
（軽減含）

R3市町村標準保険料
（激変緩和なし）

これまでの議論の整理（案）※R3年度末時点

今
後
の
検
討
課
題

課
題 医療費適正化保険料負担の均てん化 市町村インセンティブ 医療提供体制 国保事務

議
論
の
方
向
性※

赤字等の解消

□将来の県内国保の持
続可能性を高めるために
は、各市町村毎の医療費
水準と保険料負担を切り
離すことが必要。

□切り離しにあたっては、
県全体で医療費適正化
に取り組むことが前提。

□県内国保の一人当たり
医療費が増加しており、今
後も人口減少が進むため、
所与の条件はますます厳
しくなっていく見通し。

□令和12年度の統一を
目標として、6年間の経過
措置期間を設けることとし
てはどうか。

□統一の目標時期、経
過措置期間
□医療費と保険料の切り
離しのタイミング
□激変緩和措置
□納付金算定基準のさら
なる統一化
□実態面での統一
□将来の統一保険料の
抑制

□将来の被保険者の負担
抑制の観点からも、県全体
で医療費適正化に取り組む
ことが必要。

□そのためには各市町村の
課題に応じた取組と合わせ
て、取組状況の見える化や
一定の標準化が必要。

□効果的・効率的な保健
事業の実施のためには、
データに基づいた
事業計画が必要。

□令和６年度からの第３期
市町村国保データヘルス計
画の改定に先立ち、県全体
の健康課題や医療費分析
を行う県版データヘルス計
画（仮称）の作成を行う。

□統一保険料の導入
に向けては、いわゆる赤
字繰入等だけでなく、
他の財源による補填に
ついても、段階的、計
画的な解消が必要。
※H30年度の都道府県
単位化の際に公費約
3,400億円が追加投入さ
れていることに留意が必要。

□統一保険料導入後
は、標準的な収納率の
保険料を徴収すること
ができれば、基本的に
赤字繰入等の必要が
なくなる仕組みとなる。

□市町村の努力が継続
されるためには、一定の評
価・支援の仕組みが必要。

□一方で、市町村毎の
取組について一律の評
価が困難なため、保険料
水準の統一に際して、取
組の標準化が一定必要。

□すでに国の保険者努
力支援制度による評価も
あるため調整が必要。

□インセンティブで交付
された公費は保険料の
軽減に活用できない、本
来統一保険料の抑制に
活用できる財源を個別市
町村に配分することにな
るという課題がある。

□国保の被保険者
の受益は、将来にわ
たって、県内のどこに
住んでいても安心し
て医療サービスを受
けられること。

□受けられる医療
サービスに見合わない
負担とならない配慮
が必要。

□医療機会の確保
については、高知県
医療計画や地域医
療構想を推進する中
で、県民がそれぞれ
の地域で安心して保
健・医療を受けられ
る体制の構築を目
指す。

□国保事務は多岐
に渡るため、市町村
の事務の状況を踏ま
えながら、統一を行
う範囲や方法の検証
が必要

□検討項目を整理し
た上で、優先順位を
設定し、統一までの
経過措置期間後も
含めた議論を行って
いくことが望ましい。

□国の制度改正等
の動きも含め、長期
的な視点で、必要な
ものや可能なものか
ら段階的に調整を行
うことが望ましい。

□効果的・効率的な保健
事業のための医療費分析
□県全体の健康課題、医
療費の分析
□市町村データヘルス計画
の指針となる県版データヘ
ルス計画の策定
□県版データヘルス計画への
記載事項の調整
例：目標、課題、指標等
□今後策定する市町村国
保データヘルス計画との整合
性

□公表した統一保険
料の試算結果を参考と
した、被保険者負担の
急激な変化とならない
よう計画的な保険料
の調整
□統一保険料の将来
推計
□市町村国保の財政
調整基金の在り方

□今後の納付金算定方
式の統一や医療費適正
化等の議論を踏まえた、
市町村インセンティブの在
り方
□各市町村の公費の活
用状況等を踏まえた支
援の在り方
※別途実態調査を実施
予定

□地域医療構想等
との連携による医療
提供体制の確保

□優先項目の確認
・優先順位の高いもの
例：納付金算定の統

一に関連するもの
・中長期的な検討事項
例：ノウハウ等の面で統
一して実施することが
望ましいもの

・市町村要望の再確認
□国保連合会との
連携

※上記はあくまで、現時点での整理であり、今後、各市町村のご意見を伺いながら、引き続き検討を行っていく。
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む
市
町
村
に
よ
っ
て
、
実
際
に
賦
課
徴

収
さ
れ
る
保
険
料
の
水
準
が
異
な
る
こ

と
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
で
は
統
一
保
険

料
が
実
現
せ
ず
、
所
得
水
準
や
世
帯
構

成
が
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
保
険
料
負
担

が
異
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
公
平

性
の
観
点
か
ら
望
ま
し
い
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

地
方
分
権
の
推
進
の
観
点
か
ら
は
、

基
礎
自
治
体
（
市
町
村
）
中
心
主
義
が

望
ま
し
い
と
い
う
の
が
基
本
的
な
考
え

方
に
な
り
ま
す
の
で
、
市
町
村
ご
と
の

決
定
を
尊
重
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
国
民
健
康
保
険
制
度
に
お

い
て
は
、
国
民
皆
保
険
を
維
持
し
て
い

く
た
め
、
逆
に
都
道
府
県
の
役
割
を
大

き
く
拡
大
す
る
改
革
が
実
施
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
、
国
民
健
康
保
険
が
一
貫

し
て
市
町
村
の
事
務
と
さ
れ
て
き
た
の

は
、
市
町
村
は
保
健
に
お
い
て
重
要
な

責
務
を
担
っ
て
お
り
、
保
健
と
医
療
を

一
体
的
に
行
う
こ
と
が
、
医
療
費
の
抑

制
が
促
進
さ
れ
る
た
め
で
あ
り
、
各
市

町
村
で
は
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
、
住
民

の
健
康
づ
く
り
と
医
療
費
の
適
正
化
に

向
け
た
努
力
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
超
高
齢
化
社
会
の
進
展
と

医
療
費
の
高
騰
、
経
済
成
長
率
の
鈍
化

と
人
口
減
少
社
会
の
到
来
に
よ
っ
て
、

そ
の
仕
組
み
を
市
町
村
ご
と
で
維
持
し

て
い
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

現
実
的
に
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
で
、

こ
の
10
年
間
、
一
人
当
た
り
の
保
険
給

付
費
は
高
齢
化
の
進
展
等
に
よ
り
大
き

く
上
昇
し
て
お
り
、
特
に
、
小
規
模
な

町
村
で
は
年
度
間
の
変
動
が
す
で
に
大

き
く
な
っ
て
お
り
、
保
険
財
政
の
運
営

が
不
安
定
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
医
療
費
の
低
い
団
体
で

も
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
よ
り
進
む

将
来
の
こ
と
を
考
え
た
場
合
に
医
療
費

が
上
が
ら
な
い
と
い
う
保
証
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

全
市
町
村
長
が
将
来
的
な
統
一
が
必

要
と
考
え
て
お
ら
れ
る
最
大
の
理
由
が

こ
う
し
た
時
代
の
変
化
へ
の
対
応
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
統
一
に
向
け
て
、
現
在
医
療

費
水
準
が
低
く
、
保
険
料
負
担
が
増
加

す
る
団
体
の
首
長
か
ら
は
慎
重
な
ご
意

見
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
県
主

導
で
よ
り
一
層
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を

求
め
る
首
長
の
声
も
あ
り
、
両
方
の
ご

意
見
が
あ
る
の
が
現
状
で
す
。

　

市
町
村
ご
と
に
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
や
努
力
の
経
過
が
あ
り
、
現
在
の
状

況
は
そ
の
連
続
性
の
中
で
形
成
さ
れ
て

き
た
も
の
で
す
の
で
、
そ
の
現
状
を
急

激
に
変
え
る
こ
と
は
、
被
保
険
者
の
急

激
な
負
担
の
変
化
に
つ
な
が
る
こ
と
と

な
る
た
め
、
で
き
る
限
り
避
け
る
べ
き

と
考
え
ま
す
。

　

現
実
的
な
対
応
と
し
て
、
一
定
の
目

標
時
期
は
持
ち
つ
つ
も
、
優
先
順
位
を

整
理
し
た
上
で
、
段
階
的
に
議
論
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。

　

先
行
県
で
あ
る
大
阪
府
や
奈
良
県
の

取
り
組
み
を
見
て
も
、
両
府
県
の
統
一

の
目
標
年
度
で
あ
る
令
和
６
年
度
を

目
前
に
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
項
目
に

つ
い
て
継
続
的
な
協
議
を
行
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
の
で
、
保
険
料
水
準
の

統
一
に
つ
い
て
の
検
討
項
目
に
つ
い
て

は
、
優
先
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
も
の

を
整
理
し
、
経
過
措
置
期
間
中
だ
け
で

な
く
統
一
後
も
含
め
て
、
か
な
り
長
い

期
間
で
検
討
し
て
い
く
べ
き
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
６　

知
事
と
市
町
村
長
の
統
一

の
方
向
性
の
合
意
確
認

　

令
和
３
年
度
の
議
論
の
と
り
ま
と
め

と
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、
令
和
４
年

度
６
月
県
議
会
に
お
け
る
提
案
説
明
の

中
で
知
事
は
、「
人
口
減
少
に
よ
る
小

規
模
市
町
村
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中

で
制
度
を
安
定
的
に
運
営
し
て
い
く
た

め
に
は
、
保
険
料
水
準
の
統
一
が
不
可

欠
だ
と
考
え
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
県
内

の
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
安
心
し
て
医

療
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
体
制
の
確

保
や
、
全
県
的
な
医
療
費
抑
制
の
努
力

が
重
要
で
す
」「
こ
の
た
め
、
本
年
８

月
を
目
途
に
、
保
険
料
水
準
の
県
内
統

一
に
向
け
た
方
向
性
に
つ
い
て
市
町
村

と
確
認
す
る
場
を
設
け
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
上
で
、
引
き
続
き
、

市
町
村
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
議

論
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　

先
行
し
て
実
施
し
て
い
る
大
阪
府
や

奈
良
県
の
取
り
組
み
を
見
て
も
、
か
な

り
長
い
年
月
を
か
け
て
、
段
階
的
に
経

過
措
置
も
し
っ
か
り
と
り
な
が
ら
、
統

一
を
し
て
い
く
と
い
う
形
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

関
係
の
市
町
村
、
特
に
保
険
料
水
準
の

引
上
げ
が
想
定
さ
れ
る
よ
う
な
市
町
村

に
十
分
な
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
進
め

る
と
い
う
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
点
は
丁
寧
に
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、人
口
減
少
、高
齢
化
は
待
っ

た
な
し
で
進
ん
で
い
く
た
め
、
い
つ
ま

で
も
議
論
だ
け
を
し
て
い
る
こ
と
も
難

し
く
、
一
定
の
区
切
り
を
つ
け
て
議
論

を
進
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。

　

期
限
あ
り
き
で
、
強
引
に
押
し
切
る

と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
な
く
、
段
階

的
に
理
解
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
合
意
形
成
を
図
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
８
月
下
旬

に
は
、
将
来
の
統
一
に
向
け
た
方
向
性

に
つ
い
て
、
知
事
と
市
町
村
長
で
確

認
し
、
合
意
を
得
た
上
で
、
県
内
国
保

の
保
険
料
水
準
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の

結
論
を
得
る
こ
と
と
し
て
い
る
令
和
５

年
６
月
に
向
け
て
、
具
体
的
な
制
度
設

計
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

７　
終
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
県
は
、
市
町
村
を
は
じ
め

国
保
関
係
者
に
対
し
、
経
過
や
立
ち
位

置
は
異
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
市
町

村
ご
と
の
国
保
の
運
営
に
関
す
る
議
論

に
加
え
て
、
今
も
県
内
国
保
全
体
の
医

療
費
が
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま

れ
て
い
る
中
で
、
今
後
の
国
保
制
度
の

持
続
可
能
性
を
考
え
た
時
に
ど
う
か
と

い
う
議
論
を
よ
り
高
い
見
地
で
行
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
呼
び
か
け
て
き
ま
し

た
。

　

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
議
論
を
し
て
い

く
こ
と
で
、
こ
こ
ま
で
取
り
組
み
を
前

保険料水準の統一に向けた今後の進め方の整理（案）
○ 令和４年３月30日に開催された第７回高知県 県・市町村国保事業運営検討協議会において、令和３年度の議論の整理及びそれに基づいた今後の
進め方の案について県から説明。各首長からのご意見を踏まえて、引き続き８月頃の知事と市町村長の合意確認に向けた調整を行う。

令和３年度の議論の整理及びそれに基づく今後の進め方の案
○ 人口減少高齢化により、今後さらに保険者が小規模化していくことや被保険者一人当たりの保険給付費が年々増加していることを踏まえると、県内国保の持続可能性の確保のために、将
来的な県内国保の保険料水準の統一が必要。
○ 現在、市町村毎に異なる保険料について、県全体で負担を均てん化するとともに、被保険者間の公平性の確保のため、「県内のどの市町村に住んでいても、同じ所得、同じ世帯構成で
あれば同じ保険料」になることを目指す。
○ 令和５年度末までに統一基準を策定し、令和12年度の統一を目指す。また、令和６年度から令和11年度までの6年間の経過措置期間を設け、その間激変緩和措置を講じる。
○ 必要な激変緩和措置を講じることを前提に、令和６年度から納付金算定における医療費指数反映係数α＝０とし、各市町村ごとの医療費と保険料の関係を切り離したうえで、統一保険
料を導入する。

案に対する肯定的なご意見
○ 後期高齢者医療制度の創設の時を踏まえると、令和６年度から６年間で調整した
上で、令和12年度を目標とするというのは妥当と思う。
○ 議会等に説明していく上で、いつまでに統一するのかというのは当然説明していかなくて
はならない。
○ 医療費水準については、保険料水準の統一の中で議論する話と、別制度の中で議
論する話が出てくるのではないか。一本化していこうという大枠の一致をしているわけなの
で、ある意味痛みを伴う部分も出るだろうが、「やるかやらないか」をどこに持っていくかの話。
令和12年度目標、６年間の激変緩和というのは非常に理解ができる。
○ 住民への事前説明、広報をするためにも、保険料の予測、シミュレーションを一定出し
ていただきたい。

案に対する慎重なご意見
○ 令和12年でも保険基盤を持続出来ないほどまでは減少しないため、令和12年度の
完全統一について宿毛市としては反対の立場。令和６年度の統一保険料の導入、令
和12年度の完全統一をともに後年度に設定していただきたい。
○ 統一の前提として、医療費適正化を県下的な取組として進める必要がある。それにつ
いての成果や実際に動くのかが見えない中で、絵に描いた餅を見ながら、合意をしていか
ないといけないという厳しい判断に立たされている。
○ 医療環境が不十分な状況の中では住民の理解が得られにくい。
○ 期限を決めなければいけないが、期限ありきで議論を尽くさずに進んでしまうことを心配
している。

今後の進め方（案）
○ 統一保険料の導入及び目標年度は、それぞれ令和６年度と令和12年度を引き続き想定 ⇒ 令和８年度の中間見直しを行うことを次期運営方針に盛り込むことを検討
○ 県全体の医療費適正化についての具体的な方策 ⇒ 県全体の健康課題、医療費分析に基づいた「県版データヘルス計画（案）」を策定
○ 個別団体の医療費分析 ⇒ まずは令和２年度の一人当たり保険給付費の上位５～６団体程度を抽出し、医療費水準について分析
○ 収納率向上に向けた取組の検討 ⇒ 納付金算定における標準的な収納率の在り方と合わせて検討
○ 保険料の将来推計 ⇒ 統一の目標年度における医療費水準及び統一保険料について推計
○ 医療提供体制 ⇒ 医療提供体制については、高知市及びその周辺部以外の地域は現在の医療提供体制を維持していくことが最優先。

保険料があって医療なしとならないよう何らかの形で医療サービスができる形を考えていく。（地域医療構想の取組との連携）

これまでの各市町村のご意見を踏まえて

R4.5.18
第１回幹事会資料より

進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
紙
面

を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
、
本
当
の
意
味
で
、
保
険
料
水

準
の
県
内
統
一
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
は
、
県
、
市
町
村
、
国
保
連

合
会
が
、
保
険
集
団
と
し
て
一
つ
の
共

同
体
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と

が
で
き
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

全
て
は
現
在
の
被
保
険
者
の
た
め
だ

け
で
は
な
く
、
次
の
世
代
の
被
保
険
者

に
こ
の
大
事
な
保
険
制
度
を
引
き
継
い

で
い
く
た
め
に
、
引
き
続
き
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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は
じ
め
に

　
土
佐
市
は
〝
仁
淀
ブ
ル
ー
〞
と
呼
ば
れ
る
清
流
・

仁
淀
川
の
河
口
に
位
置
し
、
仁
淀
川
の
清
流
を

生
か
し
た
土
佐
和
紙
作
り
や
、
温
暖
な
気
候
と

豊
か
な
土
壌
を
生
か
し
た
土
佐
文
旦
、
メ
ロ
ン
、

シ
ョ
ウ
ガ
に
代
表
さ
れ
る
農
作
物
の
栽
培
が
盛

ん
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
人
口
は
２
６
、
４
１
８
人
、
年
間
出
生
数
は

１
７
０
人
、
高
齢
化
率
は
37
％
と
少
子
高
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
15
名
の
保
健
師
が
健
康

づ
く
り
課
、
長
寿
政
策
課
、
子
育
て
支
援
課
に

そ
れ
ぞ
れ
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。(

令
和
４
年

４
月
１
日
現
在)

　
今
回
は
、
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
と
身
体
の
健
康

づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

      

取
り
組
み
の
き
っ
か
け

　
土
佐
市
で
は
、
平
成
23
年
度
に
市
内
小
学
校

の
あ
る
学
年
に
お
い
て
肥
満
出
現
率
が
全
国

ワ
ー
ス
ト
１
位
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
不
登
校

出
現
率
も
国
や
県
よ
り
高
い
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
。

　
成
人
の
脳
血
管
疾
患
に
よ
る
死
因
別
死
亡

状
況
が
高
い
な
ど
、
生
活
習
慣
病
へ
の
対
策

が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
生
活
習
慣
が
定
着
す
る
幼
少
期

か
ら
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
と
し
て
、
家
庭
、

学
校
、
地
域
、
職
域
、
医
療
お
よ
び
行
政
が

連
携
し
、
平
成
26
年
３
月
に
第
１
次
「
子
ど

も
の
健
康
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。（
平
成
29
年

３
月
に
は
第
２
次
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
）

　
こ
の
よ
う
な
中
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
症
拡
大
防
止
等
に
よ
り
、
次
期
第
３
次

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
が
２
年
間
延
期

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
を
利
用
し
、

土
佐
市
の
子
ど
も
の
実
態
調
査
を
２
年
間
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

      

手
始
め
に…

…

　
市
内
に
あ
る
９
カ
所
の
小
学
校
、
３
カ
所

の
中
学
校
、
12
カ
所
の
保
育
園
、
そ
の
ほ
か

教
育
関
係
機
関
に
現
状
や
取
り
組
み
状
況
、

困
っ
て
い
る
こ
と
等
の
聞
き
取
り
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
多
く
の
先
生
方
が
多
忙
な
日
々

の
中
、
子
ど
も
た
ち
の
支
援
に
取
り
組
ん
で

く
だ
さ
っ
て
い
る
実
態
に
感
謝
の
気
持
ち
を

実
感
し
た
こ
と
で
し
た
。

　
調
査
結
果
を
も
と
に
、
学
校
生
活
が
し
ん

ど
く
な
り
自
己
都
合
で
30
日
以
上
欠
席
し
て

し
ま
う
子
ど
も
た
ち
に
焦
点
を
あ
て
、保
育
、

学
校
、
教
育
関
係
等
複
数
の
機
関
と
何
度
も

何
度
も
話
し
合
い
を
重
ね
ま
し
た
。そ
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
あ
る
一
定
の
傾
向
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
始
め
ま
し
た
。

  

黒い鞄
保健師の記録

VOL.
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子どものこころと身体の
健康づくりに向けた取り組みについて

土佐市役所　健康づくり課
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子
ど
も
た
ち
は…

…

　
自
己
都
合
で
30
日
以
上
欠
席
し
て
し
ま
う

子
ど
も
た
ち
の
多
く
は
、
幼
児
期
に
は
「
人

見
知
り
が
な
い
」「
言
葉
の
発
達
が
少
し
ゆ
っ

く
り
」「
人
に
注
目
さ
れ
る
と
言
葉
が
出
に

く
い
」「
自
分
の
意
見
を
言
葉
に
す
る
こ
と

が
苦
手
」「
周
囲
に
過
剰
に
適
応
し
て
し
ま
う
」等
、

社
会
性
や
言
葉
の
発
達
が
少
し
ゆ
っ
く
り
で
、

経
過
観
察
と
な
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
」
に
属
す
る
子
ど
も
た
ち
か
ら
出
現

し
て
い
る
率
が
非
常
に
高
い
傾
向
が
み
ら
れ

ま
し
た
。

　
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
社
会
性
や
言

葉
の
発
達
の
些
細
な
課
題
が
年
齢
を
重
ね
、

学
校
生
活
の
し
ん
ど
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る

可
能
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　
次
に
家
庭
の
状
況
と
し
て
、
長
期
間
に
渡
り

「
主
な
養
育
者
の
メ
ン
タ
ル
の
不
調
」「
生
活

リ
ズ
ム
が
不
規
則
」「
家
庭
育
児
へ
の
直
接
的

支
援
者
が
少
な
い
」
等
の
課
題
が
見
え
て
き

ま
し
た
。
主
な
養
育
者
の
メ
ン
タ
ル
の
不
調
は
、

子
ど
も
が
家
庭
で
安
心
し
て
心
や
体
を
休
め

た
り
、
外
の
人
間
関
係
で
傷
つ
い
た
心
を
家
族

と
過
ご
す
こ
と
で
癒
し
た
り
、
つ
ま
ず
き
や

困
り
ご
と
を
受
け
止
め
て
も
ら
う
機
会
が
得

に
く
く
、
些
細
な
負
担
も
長
期
に
蓄
積
し
て

い
く
こ
と
で
、
小
学
校
中
学
年
に
は
慢
性
的
な

意
欲
の
低
下
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
ま
し
た
。

　
こ
う
い
っ
た
課
題
は
、
保
育
園
時
代
か
ら

継
続
し
て
い
る
実
態
が
あ
り
ま
し
た
。

      

そ
こ
で
地
域
全
体
で

      

取
り
組
む
た
め

　
子
ど
も
に
関
係
す
る
機
関
が
連
携
し
、
優
先

し
て
取
り
組
む
課
題
は
、①
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
と

判
断
し
た
子
ど
も
へ
の
発
達
支
援
体
制
の
構
築

②
家
庭
で
長
期
に
安
定
し
た
育
児
の
継
続
が
困
難

な
養
育
者
の
支
援
体
制
の
構
築―

こ
の
二
つ
で
す
。

      

具
体
的
な
取
り
組
み
内
容

◎
子
ど
も
へ
の
支
援

　
①
乳
児
期
か
ら
の
発
達
支
援
体
制
の
構
築
。

　
　
10
カ
月
健
診
で
視
線
が
合
い
に
く
い
乳
児
に

　
　
関
す
る
具
体
的
な
育
児
方
法
に
つ
い
て
、

　
　
媒
体
を
使
用
し
ア
ド
バ
イ
ス
の
実
施
。

　
　
１
歳
６
カ
月
健
診
ま
で
に
育
児
相
談
等

　
　
を
利
用
し
発
達
フ
ォ
ロ
ー
。

　
②
１
歳
６
カ
月
健
診
か
ら
３
歳
児
健
診
ま

　
　
で
は
既
存
の
「
の
び
の
び
相
談
室
」
に
て

　
　
発
達
フ
ォ
ロ
ー
し
、必
要
時
、受
診
勧
奨
。

　
③
３
歳
児
健
診
結
果
で
、
医
療
機
関
受
診

　
　
を
必
要
と
し
な
い
が
、
少
し
発
達
が

　
　
ゆ
っ
く
り
で
経
過
観
察
が
必
要
と
な
っ
た

　
　
幼
児
の
継
続
し
た
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
構
築
。

　
　
市
内
保
育
園
と
連
携
し
、
発
達
を
フ
ォ

　
　
ロ
ー
。
年
中
児
に
簡
易
な
発
達
検
査
を

　
　
実
施
し
、
３
歳
児
健
診
以
降
の
成
長
を

　
　
確
認
。

◎
保
護
者
へ
の
支
援

　保
護
者
へ
の
養
育
支
援
体
制
の
構
築

　
①
保
護
者
支
援
と
し
て
、
児
童
発
達
支
援

　
　
事
業
所
「
と
さ
っ
ち
く
ら
ぶ
」、
子
育
て

　
　
支
援
課
と
連
携
し
、
ペ
ア
レ
ン
ト
プ
ロ

　
　
グ
ラ
ム
を
年
２
回
実
施
。

②
保
育
士
に
向
け
た
ペ
ア
レ
ン
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
。
子
ど
も
の
困
っ
た
行
動

へ
の
関
わ
り
方
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目

指
す
。

◎
関
係
機
関
と
連
携
し
て

　必
要
な
取
り
組
み

　情
報
一
元
化
に
向
け
た
記
録
お
よ
び

　保
管
方
法
の
検
討

　
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
子
ど
も
た
ち
の
情
報
は
、

保
育
園
か
ら
小
学
校
に
上
が
る
タ
イ
ミ
ン
グ

や
進
級
等
に
よ
り
学
校
で
学
年
が
替
わ
る
こ

筆者は前列の右から３人目

と
で
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
が
分
か
り
づ
ら
い

状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
や
家
庭
が

支
援
を
求
め
た
時
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
を

踏
ま
え
て
支
援
で
き
る
よ
う
に
、
乳
幼
児
健

診
や
保
育
園
や
小
学
校
、
中
学
校
の
情
報
が

必
要
な
時
に
す
ぐ
に
収
集
で
き
る
体
制
整
備

を
検
討
。

      

お
わ
り
に…

…

　
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
、保
護
者
へ
の
支
援
、

情
報
の
有
効
な
活
用
を
踏
ま
え
た
、
第
３
次

「
子
ど
も
の
健
康
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

を
本
年
度
、
策
定
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
通
じ
て
土
佐
市
の

子
ど
も
た
ち
が
、
心
も
体
も
健
康
で
笑
っ
て

過
ご
せ
る
日
が
一
日
で
も
長
く
続
く
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
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高
知
県
国
保
地
域
医
療
推
進
協
議
会

は
、
５
月
14
日
に
高
知
市
の
高
知
城

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
第
40
回
通
常
総

会
」
を
参
集
方
式
と
ウ
ェ
ブ
方
式
に
よ

り
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
し
、
令
和
３
年

度
事
業
報
告
・
歳
入
歳
出
決
算
お
よ
び

令
和
４
年
度
事
業
計
画
・
歳
入
歳
出
予

算
の
全
４
議
案
を
審
議
の
結
果
、
原
案

ど
お
り
認
定
・
可
決
し
た
。

開
会
あ
い
さ
つ

有
事
の
際
も

地
域
包
括
ケ
ア
を
守
り
進
め
る

　

中
尾
博
憲
会
長
（
四
万
十
町
長
）
は
、
開

会
あ
い
さ
つ
の
冒
頭
、
各
会
員
が
地
域
住
民

の
健
康
と
安
心
を
守
る
た
め
、
日
常
の
診
察

に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

や
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
の
対
応
や
、
保
健
、

医
療
、
介
護
、
福
祉
を
一
体
的
に
提
供
す
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
拠
点
と
し
て
、

地
域
医
療
の
確
保
や
地
域
住
民
の
健
康
保
持

増
進
に
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
に

対
し
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
。

　

国
保
直
診
施
設
が
こ
れ
ま
で
良
質
か
つ
適

切
な
医
療
を
は
じ
め
、保
健
お
よ
び
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
き
た
経
過
に
触
れ
、

「
地
域
包
括
ケ
ア
の
先
駆
者
と
し
て
長
年
蓄
積

し
て
き
た
知
識
と
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、

有
事
の
際
も
地
域
包
括
ケ
ア
を
ど
う
守
り
進

め
る
か
を
期
待
さ
れ
て
い
る
」
と
し
、
地
域

に
お
け
る
保
健
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
の
連

携
の
も
と
、
関
係
機
関
と
密
接
な
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
総
合
的
な
地
域
包
括
ケ
ア
体
勢

の
展
開
に
努
め
て
い
く
姿
勢
を
強
調
し
た
。

来
賓
あ
い
さ
つ

高
知
県
版
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
む

　

高
知
県
健
康
政
策
部
の
家
保
英
隆
部
長
が

来
賓
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
は
じ
め
に
、
こ
れ

ま
で
の
各
会
員
の
取
り
組
み
に
対
し
、「
国

民
健
康
保
険
事
業
や
国
保
直
営
診
療
施
設
の

運
営
を
通
じ
、
県
の
健
康
政
策
行
政
に
ご
協

力
賜
っ
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
は
コ
ロ
ナ
対

応
に
奔
走
さ
れ
大
変
な
健
康
確
保
、
医
療
の

確
保
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
」と
述
べ
、

感
謝
の
意
を
表
し
た
。

　

さ
ら
に
、
県
で
は
「
地
域
で
支
え
あ
う
医

療
・
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
確

立
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
」
に
向
け
て
、

Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
を
図
る
「
高
知
県
版
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
進
め
て
い
る

と
し
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強

化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
医
療
と
介
護
の
連

携
の
推
進
な
ど
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。

「
国
保
直
診
に
は
、
保
健
事
業
や
訪
問
診
療

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
一
元
的
な
実
施
な
ど
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
司
令
塔
と
し
て

の
役
割
を
期
待
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
引
き

続
き
住
民
の
健
康
の
保
持
増
進
や
在
宅
医
療

の
推
進
へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
た
。

保
健
事
業
の
効
率
的
・
効
果
的
な

実
施
等
に
努
め
る

　

続
い
て
、
国
保
連
合
会
の
楠
瀬
耕
作
理
事

長
（
須
崎
市
長
）
が
国
保
制
度
の
現
状
に
つ

い
て
、「
平
成
30
年
４
月
か
ら
財
政
運
営
の

責
任
主
体
を
都
道
府
県
に
移
行
さ
れ
た
こ
と

で
、
保
険
財
政
の
安
定
的
な
運
営
が
可
能
と

な
っ
た
が
、
被
保
険
者
の
減
少
や
一
人
当
た

り
の
保
険
給
付
費
の
増
加
に
伴
い
、
高
知
県

の
国
保
制
度
の
持
続
可
能
性
と
被
保
険
者
間

の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
県
内
国
保
の

保
険
料
水
準
の
統
一
に
向
け
た
議
論
が
進
め

ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
安
心
・
信
頼

の
医
療
の
確
保
と
予
防
の
重
視
と
い
う
観
点

か
ら
も
、
地
域
住
民
に
密
接
な
国
保
直
診
に

期
待
さ
れ
る
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ

て
い
く
と
し
、「
本
会
は
、
国
の
施
策
、
さ

ま
ざ
ま
な
制
度
改
正
等
に
つ
い
て
、
迅
速
・

的
確
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
国
保
直

診
を
中
心
と
し
た
保
健
、
医
療
、
介
護
、
福

祉
の
各
分
野
と
の
連
携
を
図
る
と
共
に
、
保

険
者
と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
保
健
事
業

の
効
率
的
・
効
果
的
な
実
施
や
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
取
り
組
み
等
に
努
め
て

い
く
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

全
４
議
案
を
原
案
ど
お
り

認
定
・
可
決

　

そ
の
後
、
議
長
に
大
川
剛
史
・
四
万
十
町

国
民
健
康
保
険
大
正
診
療
所
診
療
放
射
線
技

師
を
選
出
し
、
議
事
録
署
名
人
を
指
名
し
た

後
、
議
事
に
入
っ
た
。
審
議
の
結
果
、
令
和

３
年
度
事
業
報
告
・
歳
入
歳
出
決
算
お
よ
び

令
和
４
年
度
事
業
計
画
・
歳
入
歳
出
予
算
の

全
４
議
案
を
原
案
ど
お
り
認
定
・
可
決
し
た
。

令
和
４
年
度
事
業
計
画（
抜
粋
）

　

地
域
で
の
大
き
な
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い

る
中
、
国
保
直
診
に
お
け
る
医
師
・
看
護
師

等
の
不
足
は
、
地
域
医
療
の
存
続
に
影
響
を

与
え
か
ね
な
い
ほ
ど
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
医
師
確
保
に
つ
い
て
は
、
高
知
県
国

民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
が
実
施
し
て
い
る

「
高
知
県
地
域
医
療
診
療
施
設
勤
務
医
師
修

学
資
金
貸
与
事
業
」
等
を
有
効
に
活
用
し
、

直
診
の
医
師
確
保
に
努
め
て
い
る
が
、
そ
の

基
盤
強
化
は
、
充
分
な
状
況
で
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
踏
ま
え
、
高
知
県
国

保
地
域
医
療
推
進
協
議
会
に
お
い
て
は
、
地

域
医
療
の
強
化
推
進
を
図
る
た
め
に
、
一
体

と
な
っ
て
研
究
、
協
議
を
進
め
、
地
域
医
療

実
践
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
地
域
住
民
の

一
貫
し
た
健
康
保
持
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
地
域
包
括
医
療
の
質
と
専
門
性

を
高
め
、
高
知
県
、
高
知
県
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会
、
全
国
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
協
議
会
（
国
診
協
）
お
よ
び
関
係
機
関
と

緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
、決
議
し
た
。

重
点
事
項

１　

第
35
回
高
知
県
国
保
地
域
医
療
学
会
の

開
催

２　

第
62
回
全
国
国
保
地
域
医
療
学
会
へ
の

参
加
奨
励

３　

各
部
会
の
連
携
に
よ
る
育
成
指
導
等
の

実
施

４　

医
師
確
保
等
の
直
診
対
策

５　

医
師
等
研
修
会
へ
の
参
加
奨
励

６　

関
係
団
体
の
諸
会
議
へ
の
参
加
奨
励

７　

そ
の
他
地
域
医
療
活
動
の
推
進
に
関
す

る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
研
究
協
議
に

努
め
る
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池内　智保 佐川町立高北国民健康保険病院事務局長

岡　　ゆい 仁淀川町国民健康保険大崎診療所
主任看護師

樫谷　誠人 高知県健康政策部国民健康保険課長

酒井　美枝 高知県健康政策部保健政策課保健推進監 
兼よさこい健康プラン 21 推進室長

野並　誠二 高知県国民健康保険団体連合会理事

監　事
池田　三男 津野町長

和田　幸久 佐川町立高北国民健康保険病院医監

顧　問 瀬尾　宏美 高知大学医学部附属病院総合診療部教授

高知県国保地域医療推進協議会役員
任期　自　令和 3 年 6 月 7 日　　

至　令和 5 年 6 月 6 日　　
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来賓
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高
知
県
国
民
健
康
保
険
事
務
担
当
職

員
協
議
会
は
５
月
25
日
、「
第
41
回
通

常
総
会
」
を
ウ
ェ
ブ
形
式
に
て
開
催
し
、

令
和
３
年
度
事
業
報
告
・
歳
入
歳
出
決

算
お
よ
び
令
和
４
年
度
事
業
計
画
・
歳

入
歳
出
予
算
等
、
全
５
議
案
を
審
議
の

結
果
、
原
案
ど
お
り
認
定
・
可
決
し
た
。

開
会
あ
い
さ
つ

関
係
機
関
と
連
携
し
取
り
組
み
を

進
め
る

　

開
会
に
あ
た
り
、
田
中
祐
児
副
会
長
（
土

佐
市
市
民
課
長
）
は
、「
平
成
30
年
４
月
に

新
た
な
国
民
健
康
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

て
以
降
、
財
政
運
営
の
責
任
主
体
が
都
道
府

県
に
移
行
さ
れ
た
こ
と
で
、
保
険
財
政
の
安

定
的
な
運
営
が
可
能
と
な
っ
た
一
方
、
被
保

険
者
数
の
減
少
や
一
人
当
た
り
医
療
費
の
増

加
な
ど
、
国
保
財
政
は
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
」
と
現
状
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　

ま
た
、「
国
民
皆
保
険
制
度
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
は
、
国
に
よ
る
財
政
基
盤
の
強

化
策
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
保
険
料
水
準
の

統
一
や
医
療
費
の
適
正
化
に
向
け
た
具
体
的

な
対
応
、
成
果
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
て
い

る
」
と
し
、
引
き
続
き
、
県
お
よ
び
国
保
連

各
支
部
に
お
け
る
新
年
度
事
業
計
画
・
予
算
等
が
決
定　
県
内
４
支
部
で
総
会
を
開
催

総
会
で
は
、
各
支
部
の
代
表
者
が

令
和
３
年
度
の
活
動
報
告
を
行
っ
た

　

各
支
部
で
は
、
４
月
26
日
か
ら
５

月
20
日
に
か
け
て
集
合
・
ウ
ェ
ブ
・

書
面
の
各
形
式
に
て
総
会
を
開
催
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
に
お
け
る
令
和
３

年
度
事
業
報
告
・
歳
入
歳
出
決
算
お

よ
び
新
年
度
の
事
業
計
画
・
歳
入
歳

出
予
算
等
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。
支

合
会
等
の
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
呼
び

掛
け
た
。

来
賓
あ
い
さ
つ

引
き
続
き
適
正
な
国
保
運
営
に

取
り
組
ん
で
い
く

　

来
賓
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
高
知
県
健
康
政

策
部
国
民
健
康
保
険
課
の
樫
谷
誠
人
課
長

は
、
あ
い
さ
つ
の
冒
頭
、
会
員
が
国
保
事
業

の
運
営
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
に
対
し
、

改
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
。

　

ま
た
、
一
昨
年
度
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、「
国
保
に
つ

い
て
も
医
療
費
に
受
診
控
え
の
影
響
の
他
、

い
わ
ゆ
る
コ
ロ
ナ
減
免
な
ど
の
新
し
い
制
度

の
実
施
、
特
定
健
診
に
お
い
て
感
染
対
策
を

行
う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
生
じ
て
い

る
」
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、「
職
員
協
議
会

の
活
動
の
う
ち
、
研
修
へ
の
参
加
等
に
つ
い

て
は
、
日
々
行
っ
て
い
る
業
務
に
他
の
物
差

し
を
当
て
る
こ
と
で
、
客
観
視
で
き
た
り
、

新
た
な
気
付
き
が
得
ら
れ
る
な
ど
、
業
務
の

向
上
を
図
っ
て
い
く
う
え
で
、
大
変
重
要
な

取
り
組
み
だ
と
考
え
て
い
る
」
と
し
、
研
修

会
へ
の
講
師
の
派
遣
協
力
ほ
か
、
適
正
な
国

保
の
運
営
に
つ
い
て
、
密
接
に
連
携
し
な
が

ら
取
り
組
み
を
進
め
た
い
と
し
た
。

全
５
議
案
を
原
案
ど
お
り

認
定
・
可
決

　

そ
の
後
、
議
長
に
恒
光
フ
ミ
・
香
南
市
市

民
保
険
課
長
を
選
出
し
、
議
事
録
署
名
人
を

指
名
し
た
後
、
議
事
に
入
っ
た
。

　

審
議
の
結
果
、
令
和
３
年
度
事
業
報
告
・

歳
入
歳
出
決
算
お
よ
び
令
和
４
年
度
事
業
計

画
・
歳
入
歳
出
予
算
等
、
全
５
議
案
を
原
案

ど
お
り
認
定
・
可
決
し
た
。

　

な
お
、
適
切
な
事
業
運
営
に
努
め
、
被
保

険
者
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
国
保
財
政
の
長
期
安
定
を
図
る
た
め
、

次
の
重
点
事
項
を
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
実
施
し
て
い
く
。

重
点
事
項

①
制
度
の
改
善

　
　

国
保
制
度
の
長
期
安
定
化
を
期
す
る
た

め
、
諸
施
策
の
陳
情
活
動
に
つ
い
て
市

町
村
長
お
よ
び
国
保
連
合
会
と
連
携
を

と
り
、
制
度
の
抜
本
的
な
改
革
に
向
け

て
国
に
対
し
運
動
を
展
開
す
る
。

　
　

ま
た
、
県
に
設
置
さ
れ
る
県
・
市
町
村

国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
検
討
協
議
会

に
参
画
す
る
な
ど
、
関
係
機
関
と
の
連

携
を
密
に
し
円
滑
な
事
業
運
営
の
た
め

に
積
極
的
に
検
討
協
議
を
行
う
。

②
国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
化
対
策

　
　

国
に
対
し
制
度
改
善
等
の
要
請
に
努
め

る
と
共
に
、
保
険
者
努
力
支
援
制
度
の
取

り
組
み
に
関
し
、
被
保
険
者
の
予
防
・
健

康
づ
く
り
や
医
療
費
適
正
化
等
の
取
り
組

み
強
化
を
念
頭
に
、
関
係
機
関
と
の
連
携

を
図
り
積
極
的
に
取
り
組
み
を
進
め
る
。

○
医
療
費
適
正
化
対
策
の
推
進

○
保
健
事
業
の
推
進
・
強
化

○
被
保
険
者
の
健
康
づ
く
り
の
推
進

○
国
保
連
合
会
保
健
師
の
今
後
の
活
用
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
検
討
を
進
め
る
。

○
被
保
険
者
証
と
高
齢
受
給
者
証
の
一
体
化

お
よ
び
医
療
費
の
お
知
ら
せ
等
、
共
同

処
理
を
強
化
し
、
保
険
者
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
。

○
各
支
部
の
育
成

令和４年度事業計画・予算を原案どおり認定・可決
― 第 41 回通常総会 ―

関係機関と連携を図りながら効果的、効率的な関係機関と連携を図りながら効果的、効率的な
事業の実施に努める事業の実施に努める

高知県国民健康保険事務担当職員協議会

高知県国民健康保険
事務担当職員協議会

田中祐児 副会長

高知県健康政策部
国民健康保険課

樫谷誠人 課長

高
知
県
国
民
健
康
保
険

事
務
担
当
職
員
協
議
会
役
員

任
期　

自　

令
和
４
年
５
月
28
日

　
　
　

至　

令
和
６
年
５
月
27
日

※安芸支部は書面開催

香南市市民保険課

恒光フミ 課長

部
総
会
に
は
、
高
知
県
お
よ
び
国
保

連
合
会
か
ら
担
当
者
が
出
席
し
、
事

務
連
絡
等
を
行
っ
た
。

中央支部

高吾支部

幡多支部

中央支部
南国市市民課国保係
岡﨑七重 係長

幡多支部
土佐清水市市民課国保係

山﨑和幸 係長

安芸支部
室戸市市民課保険年金班

黒岩絵理 班長

高吾支部
須崎市市民課

寺田良生 課長補佐

役職名 氏　名 所　属 現　職　名
会　　長 大原　　章 中央支部 高知市保険医療課長
副 会 長 大﨑　弘美 高吾支部 須崎市市民課長
常務理事 市川　　浩 国保連合会 国保連合会事務局長
理　　事 小松　達也 安芸支部 室戸市市民課長

〃 小島　貴介 〃 安田町町民生活課長
〃 萩野　貴子 中央支部 香美市市民保険課長
〃 田中　祐児 高吾支部 土佐市市民課長
〃 松本　浩二 〃 いの町町民課長
〃 岡田　旭生 幡多支部 土佐清水市市民課長
〃 大野　三鈴 〃 大月町町民福祉課長

会計監事 植野　浩二 安芸支部 安芸市市民課長
〃 岡本　　武 幡多支部 宿毛市市民課長

来賓

議長
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　「
差
し
込
む
朝
陽
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り

で
目
を
覚
ま
し
、朝
食
の
支
度
を
す
る
。

コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
る
と
、
ト
ー
ス
ト

に
は
い
ち
ご
ジ
ャ
ム
を
乗
せ
、
マ
ー

ガ
リ
ン
は
抜
き
。
朝
食
を
終
え
、
服

を
着
替
え
る
と
外
へ
出
る
。
15
分
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
欠
か
せ
な
い
。
快

晴
、
気
持
ち
の
良
い
朝
だ
。
一
度
自

宅
へ
戻
り
、
身
な
り
を
整
え
、
い
ざ
、

出
勤
」

　
こ
れ
が
、
私
が
目
指
す
べ
き
理
想

の
朝
で
す
。
申
し
遅
れ
ま
し
た
、
私
、

田
野
町
役
場
保
健
福
祉
課
の
浜
吉
と

申
し
ま
す
。
な
ぜ
突
然
、
こ
の
よ
う
な

理
想
を
語
っ
た
の
か
。
私
は
早
起
き

が
得
意
で
は
な
く
、
今
年
度
は
心
機

一
転
、心
を
入
れ
替
え
、「
理
想
」を「
目
標
」

に
過
ご
し
て
い
る
か
ら
で
す
。「
早
起
き

は
三
文
の
徳
」
と
言
い
ま
す
し
、
４
月

か
ら
は
特
に
意
識
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
は
、
そ
ん
な

あ
る
日
の
朝
の
出
来
事
に
つ
い
て
お
話

し
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
５
月
も
半
ば
、
早
起
き
し
た
私
は
、

７
時
30
分
頃
自
宅
を
出
発
し
、
い
つ
も

の
道
を
い
つ
も
の
よ
う
に
自
転
車
で

走
っ
て
い
ま
し
た
。
通
勤
路
に
は
、

短
い
小
さ
な
橋
が
あ
る
の
で
す
が
、

そ
の
橋
の
上
に
、
15
ｍ
ほ
ど
手
前
で

黒
い
物
体
を
確
認
し
ま
し
た
。
一
瞬

分
か
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
す
ぐ
に

正
体
は
判
明
。
小
鳥
で
す
。
お
そ
ら
く

ス
ズ
メ
で
し
ょ
う
。
鳥
と
分
か
っ
た

か
ら
に
は
一
安
心
。
人
間
が
近
づ
く

と
飛
ん
で
い
く
も
の
（
の
は
ず
）
で

す
か
ら
、
そ
の
ま
ま
の
ス
ピ
ー
ド
で

走
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
鳥
は
、

全
く
動
く
気
配
が
な
い
の
で
す
。
し

か
も
、
橋
ま
で
の
道
は
若
干
下
り
坂

に
な
っ
て
い
て
、
ス
ピ
ー
ド
は
加
速
。

鳥
と
の
距
離
は
縮
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　
10
ｍ
、
８
ｍ
、
５
ｍ…

…

。
ブ
レ
ー
キ

に
手
を
か
け
た
の
で
す
が
、
時
す
で

に
遅
し
。「
う
わ
あ
あ
あ
！
」
と
、
な

ん
と
も
間
抜
け
な
声
を
発
し
な
が
ら
、

大
転
倒
。
右
腕
に
傷
を
負
い
、
上
着

も
破
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
鳥
の

安
否
を
確
認
せ
ね
ば
！
　
と
思
い
振

り
返
る
と
そ
こ
に
は…

…

。

　
も
う
、
鳥
の
姿
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
幸
い
、
誰
に
も
見
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
一
度
自
宅
へ
戻
り
、

何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
出
勤
し
、

普
段
通
り
の
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

コーヒーブレーク

　
お
礼
も
な
く
去
っ
て
行
っ
た
あ
の
鳥
。

私
は
命
を
救
っ
た
あ
の
鳥
の
「
ス
ズ
メ

の
恩
返
し
」
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ま
の
目
撃
情
報
も
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
ね
。

田
野
町
役
場

　保
健
福
祉
課

主
事

　浜
吉

　淳
稀

　
土
佐
清
水
市
役
所
市
民
課
国
保
係

の
室
津
と
申
し
ま
す
。
主
に
資
格
の

担
当
を
し
て
お
り
ま
す
。
実
は
、
急
な

人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
て
、
昨
年
の

７
月
に
総
務
課
か
ら
の
電
撃
移
籍
と

な
り
ま
し
た
。
予
期
し
な
い
異
動

だ
っ
た
の
で
、
気
持
ち
の
切
り
替
え

に
苦
労
し
ま
し
た
。

　
７
月
と
い
え
ば
、
国
保
の
資
格
担
当

は
高
齢
受
給
者
証
や
特
定
疾
病
療
養

受
療
証
の
更
新
作
業
が
あ
っ
た
の
で

す
が
、
異
動
し
た
て
の
私
に
は
対
応

で
き
ず
、
前
任
の
先
輩
に
お
ん
ぶ
に

だ
っ
こ
の
状
態
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
周
り
に
は
か
な
り
迷
惑
を
か

け
て
し
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な

バ
タ
バ
タ
し
た
出
来
事
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
そ
の
頃
か
ら
一
年
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。
時
の
流
れ
は
早
い

も
の
で
す
。

　
さ
て
、
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
今
回

コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク
の
お
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
私
の
「
第
二
の

ふ
る
さ
と
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
私
の
第
二
の
ふ
る

さ
と
は
日
本
最
大
の
湖
琵
琶
湖
を
擁

す
る
滋
賀
県
で
す
。
私
は
令
和
元
年
度

と
令
和
２
年
度
の
２
年
間
、
滋
賀
県

に
あ
る
全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所

へ
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
名
の
と

お
り
、研
修
を
行
う
宿
泊
型
の
施
設
で
、

派
遣
先
で
は
主
に
研
修
の
企
画
、
講
師

の
調
整
や
受
講
者
の
募
集
、
研
修
の

実
施
等
、
全
国
の
市
町
村
職
員
や
議
員

向
け
の
研
修
に
関
す
る
業
務
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
中
で
も
、
研
修
の
企
画

や
大
学
教
授
等
の
全
国
の
著
名
な

方
々
へ
の
講
義
依
頼
は
、
普
段
の
業
務

で
は
で
き
な
い
貴
重
な
経
験
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

生
活
の
面
で
は
人
生
で
初
め
て
地
元

を
離
れ
、
一
人
暮
ら
し
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
環
境
の
変
化

に
か
な
り
大
き
な
不
安
が
あ
り
ま
し

た
が
、
私
の
他
に
も
全
国
の
市
町
村

か
ら
派
遣
さ
れ
た
自
治
体
の
職
員
が

お
り
、
同
年
代
で
同
じ
境
遇
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
す
ぐ
に
仲
良
く
な
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
仲
間
の

存
在
が
自
分
の
中
で
大
変
大
き
く
、

滋
賀
県
で
の
新
し
い
生
活
を
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
土
佐
清
水
市
に
帰
っ
て
き
た
今
で
も

交
流
は
続
い
て
お
り
、
年
に
数
回
、

み
ん
な
と
会
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
２
年
間
で
た
く
さ
ん
人
と
の

つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
素

晴
ら
し
い
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
こ
こ
ま
で
の
話
だ
け
で
は
、「
第
二

の
ふ
る
さ
と
」
が
滋
賀
県
と
い
う
に

は
少
し
大
げ
さ
で
は
？
　
と
思
わ
れ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
実
は
も
う

一
つ
滋
賀
県
で
人
生
を
変
え
る
出
来
事

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
妻
と
の

出
会
い
で
す
。
妻
と
は
こ
の
２
年
間

の
う
ち
に
出
会
い
、
結
婚
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
滋
賀
県
か
ら
高
知
県

で
の
生
活
に
な
る
こ
と
を
承
諾
し
、

私
を
信
じ
て
つ
い
て
来
て
く
れ
た
妻

に
は
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
て
、
滋
賀
県
は
私
に
と
っ
て

大
切
な
「
第
二
の
ふ
る
さ
と
」
と
な

り
ま
し
た
。
滋
賀
県
で
の
出
来
事
は

こ
こ
に
書
き
き
れ
な
い
く
ら
い
あ
る

の
で
す
が
、
今
回
は
か
な
り
要
約
し
て

皆
さ
ん
に
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
れ
く
ら
い
濃
密
な
２
年

間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
滋
賀
県
で

の
経
験
を
活
か
し
、
土
佐
清
水
市
職
員

と
し
て
さ
ら
に
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

土
佐
清
水
市
役
所

　市
民
課

　国
保
係

主
事

　室
津

　裕
也

　
最
後
に
、
滋
賀
県
の
琵
琶
湖
を
一
望

で
き
る
琵
琶
湖
バ
レ
イ
か
ら
撮
影
し
た

写
真
を
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
こ
う

と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

コーヒーブレーク

第
二
の
ふ
る
さ
と

現場の橋

早
起
き
は
三
文
の
徳

破れた上着
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小
集
団
の
メ
リ
ッ
ト
を

考
え
る

　

先
日
、
私
の
勤
務
し
て
い
る
日
本
年

金
機
構
の
「
拠
点
長
会
議
」
が
あ
っ
た
。

全
国
３
１
２
カ
所
の
年
金
事
務
所
と
15

カ
所
の
事
務
セ
ン
タ
ー
の
長
が
一
堂
に

会
す
る
会
議
で
あ
る
。
過
去
２
年
間
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め

に
行
わ
な
か
っ
た
の
で
、
久
し
ぶ
り
の

会
合
だ
。
今
年
度
の
事
業
実
施
に
つ
い

て
統
一
的
な
取
組
方
針
が
話
し
合
わ
れ

た
。
昨
年
度
の
業
績
優
秀
拠
点
長
の
表

彰
も
行
わ
れ
た
。

　

年
金
制
度
は
保
険
の
仕
組
み
で
あ
る

の
で
、
大
き
な
集
団
で
実
施
す
る
ほ
ど

安
定
す
る
と
い
う
考
え
方
の
下
、
国

が
保
険
者
と
な
っ
て
原
則
20
歳
か
ら
60

歳
ま
で
の
全
国
民
が
加
入
す
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
医
療
保
険
制

度
は
同
じ
保
険
で
あ
る
の
に
、
基
本
は

市
町
村
国
保
や
健
保
組
合
な
ど
の
小
集

団
主
義
で
あ
る
。
こ
の
違
い
は
ど
こ
か

ら
来
る
の
か
。
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
に
な
っ
て

も
小
集
団
で
運
営
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
ど

こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
今
日
は
こ
の

こ
と
を
考
え
て
み
た
い
。

医
療
保
険
と

年
金
制
度
の
違
い

　

ご
く
大
ま
か
に
歴
史
を
振
り
返
っ
て

み
よ
う
。
そ
も
そ
も
健
康
保
険
制
度
は

企
業
の
共
済
事
業
を
公
的
に
取
り
込
む

形
で
作
ら
れ
、
企
業
ご
と
の
健
康
保
険

組
合
が
言
わ
ば
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
を
果

た
し
て
い
た
と
言
え
る
。
１
９
６
０
年

代
、
国
民
皆
保
険
実
現
の
際
に
、
国
保

の
保
険
者
は
従
来
か
ら
あ
っ
た
一
部
国

保
組
合
を
除
き
市
町
村
と
さ
れ
た
が
、

80
年
代
に
入
る
と
老
人
保
健
制
度
や
退

職
者
医
療
な
ど
の
リ
ス
ク
構
造
調
整
の

【学歴】
1983 年 3 月	東京大学法学部卒業

【主な職歴】
1983 年 4 月	 厚生省入省
1993 年 5 月	 在米国日本国大使館一等書記官
1998 年 4 月	 北海道保健福祉部高齢者保健福祉課長
2004 年 7 月	 総務省行政管理局管理官
2008 年 7 月	 社会保険庁総務部総務課長
2012 年 9 月	 厚生労働省大臣官房人事課長
2013 年 7 月	 厚生労働省大臣官房年金管理審議官
2016 年 6 月	 厚生労働省大臣官房長
2018 年 7 月	 厚生労働省保険局長
2019 年 7 月	 厚生労働省医薬・生活衛生局長
2020 年 3 月	 内閣官房新型コロナウイルス感染症対策推進室長
2020 年 9 月	 厚生労働事務次官
2021 年10月	 厚生労働省退官
2022 年 1 月	 日本年金機構 副理事長

樽見　英樹　たるみ ひでき
生年月日／ 1959 年 11 月 21 日
日本年金機構　副理事長
元厚生労働事務次官

仕
組
み
が
導
入
さ
れ
、
老
人
保
健
制
度

は
そ
の
の
ち
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と

し
て
独
立
し
た
制
度
と
な
っ
た
。
さ
ら

に
は
国
保
の
財
政
単
位
の
都
道
府
県
化

が
図
ら
れ
、
国
保
に
関
し
て
言
え
ば
財

政
単
位
を
大
規
模
化
し
て
財
政
を
安
定

さ
せ
る
こ
と
に
制
度
改
正
の
努
力
が
続

け
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、

被
用
者
保
険
の
側
で
は
、
主
に
中
小
企

業
の
従
業
員
を
対
象
と
す
る
協
会
け
ん

ぽ
に
お
い
て
、
財
政
単
位
を
全
国
か
ら

都
道
府
県
に
分
け
て
保
険
料
率
を
設
定

す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

年
金
制
度
で
は
、
例
え
ば
老
齢
年
金

は
給
付
の
条
件
が
年
齢
で
基
本
的
に
は

全
国
民
一
律
に
決
ま
り
、
か
つ
、
現
金

給
付
で
給
付
水
準
も
全
国
同
じ
計
算
方

式
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
医
療
保
険
は

現
物
給
付
の
制
度
で
あ
り
、
地
域
ご
と

の
健
康
度
や
受
診
行
動
、
医
療
提
供
体

制
の
違
い
な
ど
に
よ
っ
て
給
付
の
発
生

頻
度
や
内
容
が
変
わ
っ
て
く
る
。
し
た

が
っ
て
全
国
一
律
の
保
険
料
で
は
不
公

平
だ
と
い
う
声
が
出
て
く
る
。
こ
れ
が

医
療
保
険
を
小
集
団
で
「
や
ら
ざ
る
を

得
な
い
」
背
景
だ
。

医
療
保
険
に
お
け
る

小
集
団
主
義

　

し
か
し
同
時
に
、
集
団
の
健
康
度
や

受
診
行
動
に
よ
っ
て
給
付
の
発
生
頻
度

や
内
容
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、
努

力
に
よ
っ
て
給
付
を
抑
制
で
き
る
と
い

う
こ
と
を
意
味
す
る
。
集
団
間
の
競
争

が
働
け
ば
さ
ら
に
全
体
と
し
て
給
付
、

ひ
い
て
は
負
担
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と

も
期
待
で
き
る
。
こ
れ
は
小
集
団
の
メ

リ
ッ
ト
で
あ
る
。「
保
険
者
機
能
の
発

揮
が
求
め
ら
れ
る
」
と
言
わ
れ
る
と
き

の
保
険
者
機
能
と
は
、
こ
う
し
た
努
力

の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
考
え
て
み
る
と
、
医
療
保
険
に

お
け
る
小
集
団
主
義
と
い
う
の
は
主
に

医
療
保
険
制
度
が
現
物
給
付
の
仕
組
み

で
あ
る
こ
と
か
ら
来
る
も
の
で
あ
り
、

望
ま
し
い
集
団
と
は
、
保
険
と
し
て
成

り
立
ち
得
る
一
定
の
大
き
さ
を
持
つ
と

い
う
だ
け
で
な
く
、
医
療
を
受
け
る
た

め
の
基
本
的
な
条
件
が
同
質
で
、
か
つ
、

健
康
度
を
高
め
る
た
め
の
努
力
が
徹
底

で
き
る
性
質
と
規
模
を
持
っ
た
集
団
だ
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
か
ら
の

国
保
運
営
の
在
り
方

　

被
用
者
の
集
団
に
お
い
て
は
、
近
年

「
健
康
経
営
」
と
い
う
こ
と
が
よ
く
言

わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
我
が
国
の
置
か
れ

た
高
齢
化
と
人
口
減
少
と
い
う
環
境
の

中
で
、
従
業
員
の
健
康
度
を
高
め
医
療

費
負
担
を
抑
制
す
る
こ
と
が
、
経
営
者

レ
ベ
ル
の
関
心
事
と
な
っ
て
き
て
い
る

こ
と
を
意
味
す
る
。
国
保
に
お
い
て
も
、

高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
む
中
、
地
域

の
活
力
を
維
持
し
負
担
を
最
小
化
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
情

は
同
じ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
置
か
れ

た
環
境
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
と
し
て

も
、
そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
集
団
で

ど
の
よ
う
な
努
力
を
行
う
こ
と
が
最
も

効
果
的
で
あ
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
、

改
め
て
、
市
町
村
も
都
道
府
県
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
自
治
体
と
し
て
の
国
保
運
営

の
在
り
方
を
考
え
て
み
る
こ
と
が
有
益

で
は
な
い
か
と
思
う
。

記
事
提
供　

社
会
保
険
出
版
社

小
集
団
主
義
の
今
日
的
意
味

こくほ
随想

日本年金機構　副理事長
（元厚生労働事務次官）

樽見　英樹
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取材日のハウス内は収穫直前のグリーンレモンで鮮やかな緑
一色。実だけでなく、花も葉もレモンのよい香り。一様に爽や
かな香りが出迎えてくれた

「笑顔だより」コーナーでは、地域で
こだわりを持って頑張っている笑顔の
素敵な国保被保険者の方や健康に関わる
団体等を〝元気人〟として紹介しています。

【黒潮町】

黒潮町でグリーンレモンの栽培に取り組む「黒潮町グリーンレモン研究会」の下村昌幸会長（＝写真・中央）、
金子俊博副会長（＝左）、事務局の篠田真也さん（＝右）

元気散策！
このま

ちからの笑顔だより

「
黒
潮
町
グ
リ
ー
ン
レ
モ
ン

研
究
会
」
を
訪
ね
る

　
今
回
は
黒
潮
町
浮
鞭
で
高
級
果
樹

「
グ
リ
ー
ン
レ
モ
ン
」
を
栽
培
す
る

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
訪
れ
、
同
町
を

中
心
に
幡
多
地
域
の
栽
培
農
家
で
つ

く
る
「
黒
潮
町
グ
リ
ー
ン
レ
モ
ン
研

究
会
（
以
下
、
研
究
会
）」
の
下
村

昌
幸
会
長
を
は
じ
め
、
金
子
俊
博
副

会
長
、
事
務
局
の
篠
田
真
也
さ
ん
か

ら
グ
リ
ー
ン
レ
モ
ン
栽
培
に
か
け
る

思
い
を
伺
っ
た
。

　
現
在
、
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
は
移

住
者
も
含
め
12
人
。
黒
潮
町
８
人
、

四
万
十
市
２
人
、
宿
毛
市
２
人
で
活

動
し
て
い
る
。

　
研
究
会
で
は
、
グ
リ
ー
ン
レ
モ
ン

を
一
つ
の
大
き
な
柱
と
し
て
、
他
の

品
目
を
組
み
合
わ
せ
て
栽
培
す
る
こ

と
を
会
則
で
定
め
て
い
る
。
グ
リ
ー

ン
レ
モ
ン
の
出
荷
時
期
は
６
月
下
旬

か
ら
９
月
末
ま
で
。
そ
れ
以
外
の
時

期
は
、
黒
潮
町
で
多
く
作
ら
れ
て
い

る
キ
ュ
ウ
リ
で
も
よ
い
し
、
ミ
ョ
ウ

ガ
や
花
卉
、
露
地
栽
培
の
野
菜
な
ど

の
栽
培
を
組
み
合
わ
せ
る
形
態
を
と

る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
農
業
の
経

営
を
多
角
化
し
、
労
力
や
リ
ス
ク
の

分
散
を
図
り
、
農
業
経
営
を
有
利
に

展
開
で
き
る
。

　
ま
た
、
農
繁
期
に
人
を
雇
用
す
る

の
は
よ
い
が
、
最
初
か
ら
た
く
さ
ん

人
を
雇
用
す
る
会
社
の
よ
う
な
や
り

方
は
し
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
自
分

で
労
力
を
か
け
て
農
業
を
す
る
こ
と

を
研
究
会
の
方
針
と
し
て
い
る
。

日
本
一
の
グ
リ
ー
ン
レ
モ
ン

産
地
を
目
指
し
て

　
現
在
、
グ
リ
ー
ン
レ
モ
ン
と
柑
橘

の
一
種
せ
と
か
を
栽
培
し
て
い
る
下

村
会
長
。10
年
以
上
前
は
元
々
、ミ
ョ

ウ
ガ
農
家
だ
っ
た
が
、
油
の
高
騰
や

単
価
の
低
下
な
ど
か
ら
、
別
の
品
目

を
模
索
し
て
い
た
と
き
、
せ
と
か
の

視
察
で
訪
れ
た
愛
媛
県
で
グ
リ
ー
ン

レ
モ
ン
に
出
会
っ
た
。

　
栽
培
が
非
常
に
難
し
く
、
ま
た
柑

橘
産
地
で
は
作
業
時
期
が
重
な
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
全
国
的
に
こ
こ
と
い

う
大
産
地
が
な
か
っ
た
グ
リ
ー
ン
レ

モ
ン
。
苗
を
取
り
寄
せ
、
当
時
、
農

協
で
営
農
指
導
を
し
て
い
た
篠
田
さ

ん
と
下
村
会
長
の
２
人
で
栽
培
を
始

め
た
。
平
成
22
年
３
月
に
定
植
し
、

翌
23
年
に
少
量
の
収
穫
が
で
き
た

が
、
最
初
の
約
３
年
間
は
知
名
度
も

低
く
、
出
荷
時
の
単
価
も
現
在
の
半

分
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
継
続
し

て
い
る
と
、
全
国
的
な
レ
モ
ン
の
消

費
増
も
追
い
風
と
な
り
、
単
価
が
上

が
っ
て
き
た
頃
、
黒
潮
町
役
場
と
協

働
し
産
地
化
を
目
指
す
方
向
に
大
き

く
動
き
出
し
た
。

　
役
場
の
補
助
事
業
と
し
て
取
り
組

み
が
始
ま
る
と
参
加
す
る
農
家
も
一

気
に
増
え
、
現
在
で
は
研
究
会
全
体

で
約
２
・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
施
設
面

積
、
収
量
は
昨
年
で
約
65
ト
ン
、
今

年
は
約
80
ト
ン
を
見
込
ん
で
い
る
。

「
黒
潮
町
を
グ
リ
ー
ン
レ
モ
ン
の
日

本
一
の
産
地
に
し
た
い
」
と
、
下
村

会
長
は
語
っ
て
く
れ
た
。

　
な
お
、
国
産
で
は
、
広
島
県
が
瀬

戸
内
レ
モ
ン
と
し
て
有
名
な
黄
色
い

レ
モ
ン
の
大
産
地
だ
が
、
そ
れ
は
あ

く
ま
で
露
地
栽
培
。
露
地
レ
モ
ン
は

収
穫
期
が
秋
以
降
と
な
る
た
め
、
熟

し
て
黄
色
く
な
る
前
の
夏
場
に
収
穫

さ
れ
る
グ
リ
ー
ン
レ
モ
ン
と
は
競
合

し
な
い
。

　「
マ
ラ
ソ
ン
を
走
る
ん
だ
か
ら
、

短
距
離
を
走
る
走
り
方
で
は
い
け
な

い
」
と
下
村
会
長
。
研
究
会
で
は
、

９
月
末
の
収
穫
を
終
え
る
と
、
小

さ
く
て
収
穫
で
き
な
い
実
は
摘
果

す
る
こ
と
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、

露
地
レ
モ
ン
と
の
競
合
を
避
け
、

木
の
負
担
を
減
ら
し
、
来
シ
ー
ズ

ン
に
備
え
る
。
よ
っ
て
、
黄
色
い

露
地
レ
モ
ン
の
消
費
量
や
使
用
さ

れ
る
場
面
が
増
え
て
い
く
こ
と
は
、

グ
リ
ー
ン
レ
モ
ン
の
普
及
に
と
っ

て
も
相
乗
効
果
と
な
る
。

　目
標
は

「
所
得
１
０
０
０
万
円
以
上
」

　「
自
分
が
作
っ
た
も
の
を
喜
ん
で

買
っ
て
く
れ
た
り
、
消
費
者
か
ら
お

い
し
か
っ
た
と
の
声
が
聞
け
る
こ
と

が
、
一
番
の
や
り
が
い
」
と
笑
顔
を

見
せ
る
金
子
副
会
長
。「
せ
っ
か
く

メ
ン
バ
ー
が
増
え
て
く
れ
た
け
ん
、

研
究
会
の
み
ん
な
が
農
業
で
経
済
的

に
成
功
す
る
こ
と
が
一
番
の
喜
び
」

と
事
務
局
の
篠
田
さ
ん
。

　
下
村
会
長
は
「
グ
リ
ー
ン
レ
モ
ン

を
使
い
た
い
と
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
か
ら
声
が
か
か
る
こ
と
が
嬉
し

い
。
ま
た
、
労
働
生
産
性
の
面
で
も

果
樹
は
野
菜
の
約
３
分
の
１
の
た

め
、
多
く
の
面
積
を
こ
な
す
こ
と
が

で
き
、
農
業
経
営
と
し
て
有
利
で
あ

る
こ
と
も
魅
力
」
と
し
、さ
ら
に
「
研

究
会
の
目
標
は
所
得
１
０
０
０
万
円

以
上
。
農
業
は
他
の
産
業
や
職
業
と

日本一の
グリーンレモン産地を目指して
「黒潮町グリーンレモン研究会」
「人が元気、自然が元気、地域が元気」

南国特有の温暖で多雨な気候を生かし、

農業が盛んな町、黒潮町。

海の恵みにあふれ、

土佐カツオ一本釣り漁業が盛んで、

美しい砂浜を大切にする町、

黒潮町で、

あたたかい笑顔に出会いました。

下村昌幸会長金子俊博副会長事務局の篠田真也さん
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黒潮町
グリーンレモン

研究会

高知県幡多郡黒潮町

訪ねた元気人

比
較
し
て
所
得
が
低
い
傾
向
に
あ

る
。
黒
潮
町
の
農
業
に
適
し
た
環
境

を
生
か
し
て
、
農
業
を
若
い
人
た
ち

に
憧
れ
ら
れ
る
職
業
に
し
て
い
け
た

ら
」
と
、
思
い
を
語
っ
て
く
れ
た
。

人
間
関
係
が
一
番
難
し
い

　「
研
究
会
は
一
人
じ
ゃ
な
い
の
で
、

相
談
で
き
る
仲
間
が
い
る
こ
と
が
助

か
っ
て
い
る
。
な
か
な
か
イ
メ
ー
ジ

通
り
に
作
る
の
は
難
し
い
の
で
す

が
」
と
金
子
副
会
長
。「
野
菜
品
目

は
基
本
的
に
１
年
で
リ
セ
ッ
ト
し
て

や
り
直
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
果
樹

は
そ
れ
が
で
き
な
い
。
１
回
失
敗
し

て
し
ま
う
と
途
中
で
戻
す
の
が
難
し

い
」
と
篠
田
さ
ん
。

　
下
村
会
長
は
、「
何
を
や
っ
て
も

そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、
や
は
り
一

番
難
し
い
の
は
、
人
間
関
係
。
人
そ

れ
ぞ
れ
に
考
え
方
も
違
い
ま
す
。
み

ん
な
が
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
、
研

究
会
の
メ
ン
バ
ー
が
目
標
を
達
成
し

て
い
け
る
よ
う
、
今
後
も
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

　
ま
た
、
研
究
会
で
は
収
量
の
８
割

を
農
協
に
出
荷
す
る
こ
と
を
会
則
で

定
め
て
お
り
、
あ
と
２
割
の
枠
で
は

広
い
視
野
を
持
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
の
グ
リ
ー
ン
レ
モ
ン
の
販
売
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。

道
の
駅「
ビ
オ
ス
お
お
が
た
」

で
は
「
黒
潮
レ
モ
ネ
ー
ド
」

な
ど
を
販
売

　
地
元
の
道
の
駅
「
ビ
オ
ス
お
お
が

た
」で
は
、グ
リ
ー
ン
レ
モ
ン
を
使
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
レ
シ
ピ
を
考
案
し
提

供
し
て
い
る
。「
黒
潮
レ
モ
ネ
ー
ド
」

「
レ
モ
ン
ソ
フ
ト
」
の
ほ
か
、
６
月

〜
９
月
の
夏
季
限
定
メ
ニ
ュ
ー
の
冷

や
し
中
華
も
提
供
中
。
爽
や
か
な
香

り
と
少
し
ほ
ろ
苦
い
酸
味
が
さ
っ
ぱ

り
と
し
て
、
食
欲
を
そ
そ
る
一
品
。

黒
潮
町
の
魅
力

―

農
業
に
適
し
た
環
境
と

　
協
力
体
制
に
厚
い
行
政―

　「
砂
浜
が
き
れ
い
で
食
べ
物
も
お

い
し
い
。
人
が
優
し
い
」
と
黒
潮
町

の
魅
力
を
語
る
篠
田
さ
ん
。「
自
然

環
境
の
ほ
か
、
何
か
や
ろ
う
と
い
う

と
き
に
、行
政
が
協
力
的
だ
と
思
う
。

役
場
と
住
民
と
の
距
離
が
近
く
、
農

家
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
取
り
組
み

を
進
め
て
く
れ
て
い
る
」
と
下
村
会

長
。

　
さ
ら
に
、「
若
い
世
代
が
健
診
を

無
料
で
受
診
で
き
る
の
も
よ
い
」
と

金
子
副
会
長
。
黒
潮
町
で
は
、
特
定

健
康
診
査
の
対
象
年
齢
に
到
達
す
る

以
前
の
20
〜
39
歳
の
国
保
加
入
者
を

対
象
と
し
た
若
者
健
診
を
無
料
で
受

診
可
能
。
ま
た
、
町
の
農
業
振
興
課

の
補
助
金
申
請
に
は
特
定
健
診
の
受

診
が
要
件
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
特

色
あ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

「
グ
リ
ー
ン
レ
モ
ン
と
言
え
ば

黒
潮
町
」と
言
わ
れ
る
よ
う
に

　
20
代
半
ば
か
ら
の
若
い
世
代
の
多

い
研
究
会
。
若
い
第
三
世
代
以
降
が

続
い
て
い
く
た
め
に
も
、
当
初
に
取

り
組
み
を
始
め
た
第
一
世
代
に
続
く

第
二
世
代
の
メ
ン
バ
ー
が
、
今
後
、

収
量
を
伸
ば
し
経
済
的
に
成
功
し
た

形
を
示
し
て
い
け
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

　
ま
た
、
研
究
会
で
は
、
収
穫
前
と

選
定
時
な
ど
、
要
所
で
定
例
会
を
開

催
す
る
ほ
か
、
月
に
１
回
、
農
協
の

営
農
指
導
員
が
ハ
ウ
ス
を
巡
回
し
、

下
村
会
長
の
も
と
に
メ
ン
バ
ー
の
状

ハウス栽培のグリーンレモンは、露地栽培の完熟した
黄色いレモンに比べ、より爽やかな香りと酸味が特徴。
ハウス栽培のため、皮が薄く、種が少ないため、利用し
やすい。さらに、国産であることも大きな特徴で、防腐
剤が塗布されないため、皮ごと果汁が楽しめる。焼酎な
どのお酒のほか、スポーツ飲料に入れるのもおすすめ

輪切りにしたグリーンレモンと丁寧に
手絞りされた果汁と蜂蜜などを数日つけ
込んで作られる「黒潮レモネード」は、
爽やかな甘みでリフレッシュにも最適
（提供：道の駅「ビオスおおがた」）

６月～９月の夏季限定メニュー「冷やし
中華（しょうゆ味）」。香り高いグリーン
レモンの果汁でさっぱりといただけて
夏バテ知らず！（提供：道の駅「ビオス
おおがた」）

況
が
入
っ
て
く
る
。
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
時
期
に
や
り
方
を
指
導
す
る
が
、

あ
ま
り
先
回
り
し
て
や
り
過
ぎ
な
い

こ
と
が
大
事
で
、「
質
問
が
で
き
る

く
ら
い
勉
強
を
」
と
、
自
分
で
考
え

ら
れ
る
人
材
を
育
て
る
コ
ツ
を
語
っ

て
く
れ
た
。

　「
圧
倒
的
な
収
量
と
知
名
度
を
早

期
に
確
立
し
、
日
本
一
の
産
地
を
目

指
し
た
い
。
ま
た
、
農
家
を
経
済
的

に
も
憧
れ
ら
れ
る
職
業
に
し
て
い
け

た
ら
」と
下
村
会
長
は
力
を
込
め
た
。

研
究
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
グ

リ
ー
ン
レ
モ
ン
の
裾
野
の
広
が
り
に

期
待
し
た
い
。

令
和
４
年
度
障
害
者
総
合
支
援
給
付
初
任
者（
担
当
者
）

説
明
会
（
ウ
ェ
ブ
開
催
）

　

４
月
19
日
、「
令
和
４
年
度
障
害
者
総
合
支
援
給
付
初

任
者
（
担
当
者
）
説
明
会
」
を
市
町
村
お
よ
び
中
芸
広

域
連
合
の
障
害
者
総
合
支
援
給
付
担
当
職
員
を
対
象
に

ウ
ェ
ブ
形
式
に
て
開
催
し
た
。

　

本
会
介
護
保
険
課
か
ら
、
①
市
町
村
と
国
保
連
合
会
の

業
務
②
エ
ラ
ー
お
よ
び
警
告
内
容
③
市
町
村
等
支
援
シ
ス

テ
ム
の
機
能
―
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

Topics

Topics01

Topics02

障
害
者
総
合
支
援
給
付
担
当
初
任

者
が
実
務
の
基
礎
を
学
ぶ

特
定
健
診
等
事
業
の
効
果
的
か
つ
円
滑
な
事
業
推
進
に
努
め
る

特
定
健
康
診
査
等
事
務
担
当
職
員
新
任
者

研
修
会
お
よ
び
令
和
３
年
度
特
定
健
康
診

査
等
国
庫
負
担
（
補
助
）
金
の
実
績
報
告

に
関
す
る
説
明
会
（
ウ
ェ
ブ
開
催
）

　
「
特
定
健
康
診
査
等
事
務
担
当
職
員
新

任
者
研
修
会
お
よ
び
令
和
３
年
度
特
定

健
康
診
査
等
国
庫
負
担
（
補
助
）
金
の

実
績
報
告
に
関
す
る
説
明
会
」
を
、
４

月
28
日
、
新
任
者
を
含
む
担
当
者
向
け

に
ウ
ェ
ブ
形
式
に
よ
り
開
催
し

た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
は
、
市
川

浩
事
務
局
長
が
、
特
定
健
診
の
受

診
率
の
現
状
に
つ
い
て
、「
令
和

３
年
度
は
令
和
２
年
度
に
比
べ
て

や
や
回
復
傾
向
に
あ
る
が
、
12
月

頃
か
ら
の
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

る
伸
び
悩
み
が
懸
念
さ
れ
る
」
と

述
べ
た
。

　

さ
ら
に
、「
令
和
３
年
10
月
よ

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
た
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
で
の
特
定
健
診
等
の
情
報
や

薬
剤
情
報
の
閲
覧
に
つ
い
て
運
用

が
開
始
さ
れ
、
令
和
４
年
１
月
か

ら
は
、
全
医
療
保
険
者
間
で
の
健

診
デ
ー
タ
等
の
引
き
継
ぎ
も
可
能

と
な
っ
た
」
と
述
べ
た
上
で
、「
社

会
情
勢
や
国
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、
本
会
と
し
て
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
の
効
果
的
か
つ
円

滑
な
事
業
推
進
を
は
じ
め
、
Ｋ
Ｄ

Ｂ
シ
ス
テ
ム
の
有
効
活
用
に
よ
る

支
援
等
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と

強
調
し
た
。

　

特
定
健
康
診
査
等
で
は
毎
年
、

事
業
の
実
施
に
要
し
た
費
用
に
係

る
国
庫
負
担
（
補
助
）
金
の
実
績

報
告
に
つ
い
て
、
高
知
県
を
通
じ

て
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。
本
会
保
険
者

支
援
課
か
ら
は
、
実
績
報
告
に
か

か
る
事
務
処
理
の
概
要
の
他
、
特

定
健
康
診
査
等
の
集
合
契
約
お
よ

び
費
用
決
済
等
、
特
定
健
診
等
デ
ー

タ
管
理
シ
ス
テ
ム
の
操
作
、
国
保
・

後
期
高
齢
者
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
事

業
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

併
せ
て
、
高
知
県
国
民
健
康
保

険
課
お
よ
び
保
健
政
策
課
か
ら
は
、

特
定
健
康
診
査
等
・
特
定
保
健
指

導
の
基
本
的
事
項
や
保
健
事
業
に

関
す
る
保
険
者
努
力
支
援
制
度
に

つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。
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第
１
回
高
知
県
国
保
連
合
会

保
健
事
業
支
援
・
評
価
委
員
会

　

６
月
８
日
、
本
会
会
議
室
に
お
い
て
、
今
年
度
、
第

１
回
目
と
な
る
「
令
和
４
年
度
高
知
県
国
保
連
合
会
保

健
事
業
支
援
・
評
価
委
員
会
」
を
開
催
し
、
委
員
等
13

人
が
出
席
し
た
。

　

委
員
の
交
代
に
つ
い
て
報
告
し
た
後
、
委
員
の
互
選

に
よ
り
、
宮
野
伊
知
郎
委
員
長
と
西
森
郷
子
副
委
員
長

が
選
任
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
委
員
会
の
運
営
に
つ
い
て
、
①
年
間
計
画
（
国

保
個
別
支
援
お
よ
び
集
団
支
援
の
申
し
込
み
状
況
、
各

支
援
の
内
容
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
）
②
第
２
回
委
員

会
（
集
団
支
援
）
に
つ
い
て
③
個
別
支
援
の
流
れ
―
な

ど
に
つ
い
て
、
協
議
を
行
っ
た
。

　

そ
の
他
、
高
知
県
国
民
健
康
保
険
課
よ
り
、
保
険
料

水
準
の
統
一
と
医
療
費
適
正
化
（
県
版
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
策
定
）
に
つ
い

て
情
報
提
供
が
行
わ

れ
た
。
事
務
局
か
ら

は
、
①
国
保
に
お
け

る
保
健
事
業
の
推
進

や
高
齢
者
の
保
健
事

業
と
介
護
予
防
の
一

体
的
実
施
に
か
か
る

他
県
の
優
良
事
例
の

報
告
②
令
和
４
年
度

高
齢
者
の
保
健
事
業

と
介
護
予
防
の
一
体

的
実
施
に
お
け
る
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
予
定

―
に
つ
い
て
情
報
提

供
を
行
っ
た
。

令
和
４
年
度
介
護
保
険
担
当
者
説
明
会

（
ウ
ェ
ブ
開
催
）

　

４
月
25
日
、「
令
和
４
年
度
介
護
保
険
担
当
者
説
明
会
」

を
県
、
市
町
村
お
よ
び
中
芸
広
域
連
合
の
介
護
保
険
担

当
職
員
を
対
象
に
ウ
ェ
ブ
形
式
に
て
開
催
し
た
。

　

本
会
介
護
保
険
課
か
ら
、
①
介
護
給
付
費
等
審
査
支

払
業
務
の
概
要
お
よ
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
②
受
給
者
台
帳

の
整
備
③
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
サ
ー

ビ
ス
コ
ー
ド
台
帳
の
整
備
④
事
業
所
台
帳
整
備
⑤
介
護

給
付
費
の
過
誤
処
理
⑥
保
険
者
事
務
共
同
処
理
業
務
の

概
要
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
お
よ
び
主
治
医
意
見
書
料
請

求
書
等
の
請
求
・
支
払
⑦
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算

制
度
に
お
け
る
事
務
手
続
き
の
流
れ
⑧
介
護
保
険
に
お

け
る
求
償
事
務
⑨
介

護
給
付
適
正
化
事
業

に
関
す
る
国
保
連
合

会
の
保
険
者
支
援
⑩

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
係

る
相
談
・
苦
情
処
理

―
に
つ
い
て
説
明
を

行
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
本
会
と

保
険
者
間
で
運
用
し

て
い
る
保
険
者
支
援

シ
ス
テ
ム
、
支
援
シ

ス
テ
ム
プ
ラ
ス
お
よ

び
受
給
者
エ
ラ
ー
管

理
シ
ス
テ
ム
の
内
容

や
操
作
方
法
に
つ
い

て
解
説
し
た
。
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国
保
保
険
者
お
よ
び
後
期
構
成
市

町
村
の
効
果
的
・
効
率
的
な
保
健

事
業
実
施
を
支
援

介
護
保
険
担
当
者
が
基
本
的
事
項

を
学
ぶ

事
業
実
施
に
向
け
体
制
整
備
や
具
体
的
な

取
り
組
み
の
参
考
に

新
任
担
当
者
が

国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
実
務
の
基
礎
を
学
ぶ

令
和
４
年
度
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護

予
防
の
一
体
的
実
施
に
お
け
る
セ
ミ
ナ
ー

（
ウ
ェ
ブ
開
催
）

　

６
月
28
日
、
高
知
県
、
高
知
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
お
よ
び
本
会
と

の
共
催
に
よ
り
、「
令
和
４
年
度
高
齢
者

の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実

施
に
お
け
る
セ
ミ
ナ
ー
」
を
市
町
村
向

け
に
ウ
ェ
ブ
形
式
に
て
開
催
し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
は
、
本
会
の
市
川

浩
事
務
局
長
が
一
体
的
実
施
に
つ
い
て
、

「
医
療
保
険
制
度
の
適
正
か
つ
効
率
的
な

運
営
を
図
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
令
和
２
年
４
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
、
令
和
６
年
度
ま
で
に

す
べ
て
の
市
町
村
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る

こ
と
が
目
標
と
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

令
和
４
年
度
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期

高
齢
者
医
療
事
務
担
当
職
員
新
任
者
研
修

会
（
ウ
ェ
ブ
開
催
）

　

市
町
村
の
新
任
国
保
事
務
担
当
者
等

を
対
象
に
国
保
制
度
や
情
勢
、
業
務
内

容
等
を
理
解
し
、
円
滑
な
事
務
運
営
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
令
和
４

年
度
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢

者
医
療
事
務
担
当
職
員
新
任
者
研
修
会
」

を
５
月
９
日
・
10
日
の
両
日
、
本
会
と

高
知
県
と
の
共
催
に
よ
り
、
ウ
ェ
ブ
形

式
で
開
催
し
た
。

　

実
施
状
況
調
査
で
は
、
令
和
４

年
度
中
に
全
国
で
６
割
超
の
市
町

村
が
実
施
予
定
。
高
知
県
に
お
い

て
は
、
14
市
町
村
で
実
施
さ
れ
る

予
定
で
あ
り
、「
実
施
を
開
始
で

き
な
い
理
由
と
し
て
、
医
療
専
門

職
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、

関
係
部
署
間
で
の
合
意
形
成
が
で

き
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
見
受
け

ら
れ
た
。
本
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
、

体
制
整
備
や
具
体
的
な
取
り
組
み

内
容
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
本
会
と
し
て
も
、
今
後
も
保

険
者
の
皆
さ
ま
に
寄
り
そ
っ
た
支

援
に
努
め
て
い
く
」
と
参
加
者
に

呼
び
掛
け
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
神
奈
川
県
立

保
健
福
祉
大
学
保
健
福
祉
学
部
栄

養
学
科
大
学
院
研
究
科

教
授
の
田
中
和
美
氏
が

「
一
体
的
実
施
の
全
市
町

村
実
施
に
向
け
て　

立

ち
上
げ
・
実
施
の
ポ
イ

ン
ト　

低
栄
養
・
重
症

化
予
防
の
観
点
か
ら
」

と
題
し
て
、
講
演
を

行
っ
た
。
①
一
体
的
実

施
に
関
す
る
経
緯
と
概

要
・
現
状
②
低
栄
養
予

防
事
業
の
導
入
③
重
症

　

開
会
の
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

高
知
県
国
民
健
康
保
険
課
の
樫

谷
誠
人
課
長
は
、
市
町
村
が
国
保

料
（
税
）
の
適
正
な
賦
課
、
徴
収
、

資
格
の
手
続
き
や
保
健
事
業
の
実

施
な
ど
、
第
一
線
で
各
制
度
の
円

滑
な
運
営
に
尽
力
し
て
い
る
こ
と

に
対
し
、
改
め
て
感
謝
の
意
を
表

し
た
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
に
都
道
府

県
を
国
保
の
財
政
運
営
の
責
任
主

体
と
し
て
位
置
づ
け
る
制
度
改
革

が
行
わ
れ
た
経
過
に
つ
い
て
触

れ
、「
県
で
は
市
町
村
の
皆
さ
ま

の
協
力
も
得
な
が
ら
、
国
保
の
安

定
的
な
財
政
運
営
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。
県
内
国
保

の
さ
ら
な
る
安
定
化
に
向
け
て
、

県
内
国
保
の
保
険
料
の
統
一
に
向

け
た
議
論
を
昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。
現
時
点
で
は
、
全
て

の
市
町
村
が
将
来
的
な
統
一
に
つ

い
て
、
異
論
が
な
い
と
確
認
が
で

き
て
い
る
の
で
、
引
き
続
き
、
統

一
に
向
け
た
諸
課
題
に
つ
い
て
議

論
を
進
め
、
合
意
形
成
を
図
っ
て

い
き
た
い
」
と
し
、
議
論
へ
の
積

極
的
な
協
力
と
各
市
町
村
に
お
け

る
国
保
財
政
の
健
全
化
の
取
り
組

み
へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
た
。

化
予
防
の
導
入
―
に
つ
い
て
、
一

体
的
実
施
の
制
度
の
立
ち
上
げ
に

携
わ
っ
た
経
験
を
踏
ま
え
解
説
し
、

例
え
ば
、
低
栄
養
等
で
は
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
な
げ
る
こ

と
、
取
り
組
み
の
結
果
は
見
え
る

化
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
し
た
。

　

実
施
時
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
①

地
域
の
医
療
関
係
団
体
等
と
の
連

携
で
は
、
企
画
段
階
か
ら
相
談
し
、

内
容
や
結
果
を
共
有
す
る
②
一
体

的
実
施
の
中
心
部
局
、
企
画
調
整
職

員
の
配
置
を
決
め
る
③
部
局
横
断

的
な
連
携
体
制
を
構
築
す
る
手
段

と
し
て
、
市
町
村
総
合
計
画
等
を

キ
ー
に
連
携
す
る
④
健
康
増
進
部

局
に
留
ま
ら
ず
市
町
村
の
総
合
力

を
発
揮
―
を
挙
げ
た
。

　

ま
た
、
す
で
に
取
り
組
み
を
実
施

し
て
い
る
土
佐
市
、
香
南
市
の
担
当

者
か
ら
事
例
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
高
知
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
か
ら
、
一
体
的
実

施
の
進
捗
状
況
お
よ
び
事
業
内
容

等
に
つ
い
て
、
高
知
県
国
民
健
康

保
険
課
か
ら
は
、
一
体
的
実
施
に

関
す
る
県
の
取
り
組
み
と
関
係
団

体
と
の
連
携
に
つ
い
て
説
明
が
行

わ
れ
た
。
本
会
か
ら
は
、
国
保
・

後
期
高
齢
者
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
事

業
に
お
け
る
保
健
事
業
支
援
評
価

委
員
会
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、「
特
定
健
診
の
受
診
促
進

や
特
定
保
健
指
導
の
推
進
、
後
発
医

薬
品
の
使
用
促
進
な
ど
、
医
療
費

の
増
大
を
抑
制
す
る
た
め
の
医
療

費
適
正
化
の
取
り
組
み
も
重
要
と

な
っ
て
い
る
」
と
し
、
取
り
組
み
状

況
に
応
じ
て
国
費
が
重
点
配
分
さ

れ
る
保
険
者
努
力
支
援
制
度
へ
の

積
極
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
も

併
せ
て
協
力
を
呼
び
掛
け
た
。

　

さ
ら
に
、
国
保
の
安
定
的
な
運

営
に
向
け
、
地
域
の
実
情
に
即
し

た
制
度
づ
く
り
を
国
に
提
案
し
て

い
く
た
め
に
も
、
一
層
の
連
携
が

必
要
だ
と
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
高
知
県
国
民
健
康

保
険
課
か
ら
、
①
国
保
・
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
概
要
②
保
健
事
業

③
後
期
制
度
の
改
正
お
よ
び
市
町

村
事
務
指
導
④
国
保
の
資
格
⑤
保

険
給
付
事
業
⑥
国
保
料
（
税
）
⑦
月

報
・
年
報
の
作
成
⑧
レ
セ
プ
ト
点
検

の
基
礎
的
事
項
⑨
保
険
料
水
準
の

統
一
⑩
保
険
給
付
費
等
交
付
金
―

な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

本
会
か
ら
は
、
①
国
保
連
合
会

の
業
務
②
保
険
者
業
務
の
電
算
共

同
処
理
業
務
③
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）
シ
ス
テ
ム
④
過
誤
・

再
審
査
⑤
求
償
事
務
―
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

両
日
の
研
修
会
で
は
、
こ
れ
か

ら
実
務
に
携
わ
っ
て
い
く
上
で
必

須
と
な
る
基
本
的
事
項
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
。
参
加
者
の
今
後

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

市川浩事務局長

田中和美氏
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国保連合会からのお知らせ
今後の研修会等の予定について（令和４年７月８日現在）

 ８月 30 日
　令和４年度国民健康保険事務担当職員研修会（ウェブ開催）
 ９月８日
　令和４年度保険者協議会研修会
 ９月 16 日、17 日
　第 62 回全国国保地域医療学会（千葉県木更津市）

令
和
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
研

修
会
（
ウ
ェ
ブ
開
催
）

　

７
月
１
日
、
高
知
県
と
本
会

の
共
催
に
よ
り
、「
令
和
４
年

度
診
療
報
酬
改
定
研
修
会
」
を

各
市
町
村
・
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
の
担
当
者
や
レ
セ
プ

ト
点
検
員
等
向
け
に
ウ
ェ
ブ
形

式
に
て
開
催
し
た
。

　

開
会
あ
い
さ
つ
で
は
、
高
知

県
国
民
健
康
保
険
課
の
樫
谷

誠
人
課
長
が
、
レ
セ
プ
ト
審
査

を
通
じ
て
医
療
保
険
制
度
の
適

正
な
運
営
、
医
療
費
の
支
払
い

の
適
正
化
を
図
る
上
で
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
に
対

し
、
参
加
者
に
改
め
て
感
謝
の

意
を
表
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
改
定
に
つ
い

て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

Topics
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診
療
報
酬
改
定
の

要
点
を
学
ぶ

感
染
症
等
に
も
対
応
で
き
る
効

率
的
・
効
果
的
で
質
の
高
い

医
療
提
供
体
制
の
構
築
と
医
師

等
の
働
き
方
改
革
の
推
進
を
重

点
課
題
と
し
て
見
直
し
が
さ
れ

て
い
る
」
と
述
べ
、
一
例
と
し

て
、
①
高
度
急
性
期
入
院
医
療

で
は
、
特
定
集
中
治
療
室
等
に

お
け
る
重
症
患
者
へ
の
対
応
を

確
保
し
た
場
合
の
評
価
と
し
て

「
重
症
患
者
対
応
体
制
強
化
加

算
」
の
新
設
②
勤
務
医
の
負
担

軽
減
の
取
り
組
み
の
推
進
と
し

て
「
地
域
医
療
体
制
確
保
加
算
」

に
お
け
る
医
師
労
働
時
間
短
縮

計
画
策
定
の
義
務
付
け
③
繰
り

返
し
利
用
が
で
き
る
「
リ
フ
ィ

ル
処
方
箋
」
の
導
入
④
不
妊
治

療
を
し
た
場
合
の
各
種
評
価
の

新
設
―
な
ど
を
挙
げ
、「
改
定

に
当
た
っ
て
の
基
本
認
識
や
視

点
な
ど
を
確
認
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　

研
修
会
で
は
、
高
知
県
国
民

健
康
保
険
課
の
中
屋
ひ
ろ
み
医

療
給
付
専
門
指
導
員
か
ら
、
医

科
診
療
報
酬
改
定
お
よ
び
訪
問

看
護
療
養
費
改
定
の
概
要
、
Ｄ

Ｐ
Ｃ
／
Ｐ
Ｄ
Ｐ
Ｓ
の
見
直
し
に

つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

本
会
か
ら
は
歯
科
診
療
報
酬

改
定
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
今

回
の
改
定
に
よ
り
歯
科
口
腔
疾

患
の
重
症
化
予
防
の
推
進
や
歯

科
固
有
の
技
術
の
評
価
の
見
直

し
が
な
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、

調
剤
報
酬
改
定
で
は
、
薬
局
薬

剤
師
業
務
の
評
価
体
系
の
見
直

し
や
対
人
業
務
の
評
価
が
拡
充

さ
れ
た
こ
と
を
中
心
に
説
明
を

行
っ
た
。
そ
の
後
、
保
険
者
再

審
査
申
出
時
に
お
け
る
事
務
的

な
注
意
事
項
に
つ
い
て
周
知
を

行
っ
た
。

●今回はニホンアマガエルの「つとむ」を紹介します。先日のこと、筆者は別館の前で３羽のス
ズメが仲良く砂浴びしているのを発見。『すずめがサンバ』が頭の中で流れる中、そーっと近づ
いたのですが、撮り損ねてしまい、途方に暮れていたところ、本会の職員から新しい家族「つとむ」
の写真を提供してもらいました。生きた餌しか食べないグルメさんのため、日々の食事の調達
が新しい習慣で、盛夏に向けすくすく成長中とのことです。コロナ禍における明るい話題でした。

●新型コロナウイルス感染者数の状況について、報道では「第７波入り」の発言も聞かれるよう
になりました。また、今年は平年より厳しい暑さが予想されているようです。読者の皆さまに
おかれましても、どうか体調に留意されて良い夏をお過ごしください。　　　　　　　　　（髙）

351 号の取材・寄稿にご協力くださいました皆さん
ありがとうございました。

T O
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次回は日高村を訪ね、
これからのむらづくりについて、
戸梶眞幸村長にお話を伺います。

TOSA国保だより 352号
10 月下旬発行予定

第９弾日高村オムライス街道
スタンプラリー実施中！

「日高村」

次回予告

編集後記

樫谷誠人課長

中屋ひろみ医療給付専門指導員
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Cover’s Story
商業施設改修中
大きく生まれ変わる

桂浜公園

よさこい節で、月の名所と歌われ、
太平洋に面した白砂青松の景勝地、桂浜。
月だけでなく朝日百選にも選ばれる
高知県の代表的な観光地の一つ。
桂浜公園は、
太平洋の彼方を見つめる坂本龍馬像のほか、
桂浜水族館や坂本龍馬記念館も有している。

桂浜公園
―高知市―

現在、再整備中で、観光案内所や
展望台付き休憩所などをリニューアル。
大型商業施設「桂浜　海のテラス」の
リノベーションも進めており、
令和４年 10 月のプレオープン、
今年度中のリニューアルオープンを目指している。

国
保
だ
よ
り

TOSA
2022

年
7
月

351
号

高知県国民健康保険団体連合会

桂浜公園

景勝地、桂浜

観光案内所 展望台付き休憩所

高知市
にぎわいに

満ちたたく
ましい

未来の実現
を目指して


